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新
古
典
派
理
論
に
お
け
る
収
益
逓
増
法
則

第
八
十
二
巻

第
五
号

/、

新
古
典
派
理
論
に
お
け
る
収
益
逓
増
法
則

菱

h
リ

呆

ま

え

古玉

き

、
、
、

収
益
法
則
の
問
題
は
、
古
く
か

b
土
地
収
益
逓
減
理
論
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
古
典
学
派
の
体
系
の
か
な
め
白
一
つ
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
マ

l
v
ャ
ル
に
始
ま
る
新
古
典
学
派
に
お
い
て
も
、
己
の
問
題
は
、
新
た
な
立
場
か
ら
、
そ
の
体
系
陀
摂
取
さ
れ
、
か
つ
て
、

己
の
派
の
経
済
学
者
た
ち
白
論
争
的
友
情
熱
を
か
き
た
て
た
も
白
で
あ
る
。
そ
れ
が
捕
に
ス
コ
ラ
的
な
空
さ
わ
ぎ
に
終
っ
た
の
で
は
在

く
、
今
日
白
ケ

γ
ブ
リ
ッ
ジ
の
不
完
全
競
争
論
の
形
成
に
捨
て
き
れ
た
い
寄
与
を
残
し
た
こ
と
は
、
工
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

収
益
法
則
白
問
題
が
、
不
完
全
競
争
論
な
h

し
独
占
的
競
争
論
と
の
関
連
と
い
う
視
角
か
ら
で
は
な
〈
、
と
の
学
派
D
理
論
的
な
パ
ッ

グ
ボ
l

y
と
し

τ
白
需
要
供
給
均
衡
理
論
と
の
関
連
に
お
い
円
て
、
マ
ー
ジ
ャ
ル
の
後
継
者
た
ち
の
一
理
論
の
展
開
に
即
し
な
が
ら
、
や
や

一
般
的
に
再
検
討
さ
れ
る
。
モ
白
ば
あ
い
、
き
わ
立
っ
て
新
古
典
学
派
の
特
色
と
み
ら
れ
る
収
益
逓
増

E
q
o
E
E四
日

EEω
の
問

題
に
着
目
す
る
で
あ
ろ
う
。

収
益
逓
増
の
問
題
は
、
新
古
典
学
派
の
休
系
K
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
か
。
そ
の
一
つ
は
、
限
界
生
産
力
説
に



関
係
が
あ
る
。

(
各
要
因
の
限
界
生
産
物
の
価
値
が
そ
の
要
因
の
価
格
に
等
し
い
ば
あ
い
に
は
、
問
題
の
企
業
の
生
産
物
は
諸
要
因
間
へ
過
不
足
な
く

収
拾
逓

分
配
き
れ
る
と
い
う
)
有
名
な
公
準
は
、
そ
の
企
業
に
関
し
て
、
収
益
不
変

B
E百
三
百
吉
田
ω
吉

ω
B
Z
の
想
定
に
立
つ
。

減
の
場
合
は
、
地
代
な
い
し
超
過
利
潤
の
構
想
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
論
浬
的
た
破
綻
を
き
た
す
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
競

争
的
条
件
下
の
収
益
逓
増
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
己
の
場
合
に
は
、
考
え

b
れ
た
企
業
は
論
理
の
必
然
と
し
て
恒
常
的
な
損
失

を
う
む
と
と
が
明
白
だ
か
ら
、
も
し
競
争
的
に
活
動
す
る
多
数
の
企
業
が
正
常
的
に
収
益
逓
増
の
事
実
を
一
市
す
な
ら
ば
、
己
の
競
争
的

現
実
と
(
収
益
逓
増
の
場
合
に
つ
い
て
の
)
当
学
説
の
論
理
的
帰
結
と
の
間
に
砕
を
ほ
る
己
と
一
に
な
る
。

。
創
設
者
で
あ
る
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
己
の
難
点
の
直
接
の
被
害
者
と
は
い
え
な
い
。
た
ぜ
去
ら
、
限
界
生
産
力
説
の
厳
密
在
る
定
式
化

は
静
態
的
企
業
均
衡
の
構
想
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
(
収
益
問
題
に
、
と
っ
て
重
要
な
〉
マ

l
v
ャ
ル
の
産
業
均
衡
は
み
ぎ
の
構
想
を

礎
石
に
す
る
と
は
断
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
構
想
を
多
少
と
も
み
ず
か
ら
の
体
系
の
中
忙
摂
取
し
て
、
マ
ー
ジ

し
か
し
左
が
ら
、

新
古
典
学
派

ャ
ル
を
再
建
し
よ
う
と
し
た
後
継
者
は
、
す
で
に
述
べ
た
問
題
を
黙
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
新
古
典
学
派
本
来
の
収
益
理
論
は
、

個
々
白
企
業
に
関
す
る
も
の
で
は
た
く
も
と
も
と
産
業
に
関
連
し
て
定
式
化
吉
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
正
れ
は
あ
る
商
品

。
生
産
に
投
入
さ
れ
る
生
産
要
因
と
モ
白
産
出
高
と
の
間
の
変
化
率
陀
関
す
る
も
白
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
の
一
商
品
の
生
産
費

用
と
産
出
高
と
の
聞
の
変
化
率
で
あ
り
、
商
品
。
い
わ
ゆ
る
供
給
価
格
自
宅
守
日
目
。
。
が
そ
の
一
単
位
あ
た
り
生
産
費
用
に
よ
っ
て
関

係
づ
け
ら
れ
る
か
ら
、
収
益
逓
減
・
逓
増
と
は
あ
る
特
定
商
品
の
費
用
逓
増
・
逓
減
を
あ
ら
わ
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
ま
た
供
給
価

格
の
逓
増
・
逓
減
を
意
味
し
む
。
要
す
る
に
、
収
説
法
則
白
問
題
は
、
新
古
典
学
派
に
沿
い

τ、
本
来
、
産
業
中
心
的
左
立
場
に
よ
る

供
給
分
析
に
関
連
し

τい
た
。

(1) 

収
益
法
則
の
問
題
、
と
り
わ
け
収
議
選
増
の
問
題
に
と
っ
て
重
要
な
マ
ー
シ
ャ
ル
白
長
期
的
均
簡
が
例
々
の
企
業
り
静
態
的
均
衡
の
構
想
に
依
拠

新
古
典
冊
理
論
に
お
け
る
収
益
逓
増
法
則

第
八
十
二
巻

一

第
主
号

七



新
白
典
派
理
論
に
お
け
る
収
益
逓
増
法
則

第
八
十
二
巻

回

第
五
号

ノL

し
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
後
継
者
間
に
も
広
見
。
相
匙
が
み
ら
れ
る
上
に
、
本
航
の
山
発
点
と
し
て
も
無
視
で
き
な

い
か
ら
、
こ
の
点
を
明
確
に

L
C
お
き
た
い
。
マ
ー
ジ
」
ル
町
一
長
期
的
均
翻
は
考
え
ら
れ
た
庄
業
の
産
出
荷
(
な
ら
が
に
価
料
)
の
確
定
性
に
の
み
閣

--.、

保
し
て
お
り
、
そ
の
ば
あ
い
に
構
成
諸
企
業
が
す
べ
て
均
街
状
態
に
な
い
よ
う
な
グ
l
ス
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

S
E
B
U
M
W
H
r
H
U
Z
3
3
1
2・

∞F
E

ゐ匂
ωお
j

む
)
。
他
方
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
代
表
企
業

H
4
5
0
5
E
4
0
国
自
の
構
想
は
、
却
っ
て
、
収
益
逓
増
の
場
合
に
個
々
白
企
業

均
衡
に
依
掬
し
て
産
業
均
衡
を
構
成
す
る
こ
と
の
困
難
を
伎
が
熟
知
し
て
い
た
笹
拠
か
示

L
、
こ
の
困
賄
を
彼
な
り
に
克
服
し
た
結
果
と
し
て
、
代

表
企
業
が
構
想
さ
れ
た
と
見
ら
れ
、
裂
が
去
し
て
い
え
ば
、
静
態
的
企
業
均
衝
が
そ
れ
に
よ
っ
て
放
楽
さ
れ
た
と
さ
え
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
マ

ー
シ
ャ
ル
じ
し
ん
が
述
べ
、
ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
が
正

L
く
祖
述
し
た
よ
う
に
代
表
企
業
は
、
一
面
、
考
え
ら
れ
た
産
業
山
供
給
条
川
刊
の
小
型
の
複
製

ω呂
町
出
3
8
-
o
百
回
溢
E
を
な
す
も
の
で
あ
る

(
Z
R
m
r
ω
F
ー可コ
a
s
b
P
9
唱
・
白
由
日
己
ロ
丘
O
H
U
回。
r
O
1
2
P
4
F
σ
寸
ベ

0
2
。
同
任
。
司
。
百
mF

同
町
言
。
遇
制
町

L
E
S
B
S
R
F
4
0】
品

P
E
g
-
唱
曲
目
毒
照
)
。
か
く
て
、
い
ま
ひ
と
り
の
弟
子
に
よ
る
制
値

b
る
マ
ー
シ
ャ
ル
耐
に
お
け
る
次
の
見
解

Q
F。4
0・
4
宮

町

U
2
0町
宮
R
m
E弓
m
司
口
pn↑
1
2
E
F
o
b
m
J
q
m
w
H
O
]
V
E
O巳

a
o
E
E目
日
忌
2
4
-
h
L「
〈
。
-
m
p
Eぉ
・
日
v-UMH)
は

是
認
し
が
た
い
。
「
あ
る
産
業
の
企
業
数
は
、
限
界
企
業
の
総
収
入
が
総
費
用
に
等
L
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る

ー
と
い
う
命
題
は
|
|
本
質
的
に
マ
ー
シ
ャ
ル
じ
し
ん
の
も
白
で
あ
る
。
」
つ
ま
り
、
シ
ョ
ー
ヴ
に
上
れ
ば
、
ハ
限
界
)
企
業
の
均
衡
に
よ
っ
て
産
業
の

均
衡
を
訟
定
す
る
の
が
マ
ー
シ
ャ
ル
の
命
題
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
(
正
統
派
の
見
僻
に
ー
と
っ
て
い
く
ぶ
ん
破

壊
的
な
意
味
を
も
っ
た
論
文
に
お
け
る
)
カ
ル
ダ
ー
の
抗
の
よ
う
た
所
説
の
方
に
か
え
っ
て
き
く
べ
き
も
の
が
あ
る
白
「
マ
ー
ジ
ャ
ル
は
ま
ず
最
初

忙
個
々
の
A
企
業
V
に
と
っ
て
町
均
街
の
条
件
を
分
析
し
て
そ
こ
か
ら
可
能
な
か
ぎ
り
A
産
業
V
に
と
っ
て
D
均
街
の
条
件
を
導
出
し
た
の
で
は
な
く
、

ま
ず
産
業
白
均
衡
を
仮
定
し
て
こ
の
子
想
の
も
と
に
そ
り
要
件
に
応
ず
る
補
助
概
念
〔
代
表
企
業
〕
を
椅
成
し
た
」
(
同
巳
E
3
4
r
開

A
Eロ
宵
E
自

民
目
。
出
口
F
同
E
遺
書
n
H
E
E
b
F
4。
r
t
L
8ト
同
M
O
N
)。

ω
以
後
、
収
益
遁
増
・
逓
減
(
費
用
逓
減
・
逝
噌
)
色
い
う
用
語
位
、
考
え
ら
れ
た
産
業
(
商
品
)
に
関
連
す
る
も
の
主
僻
せ
ら
れ
た
い
。
枯
成
企

、
‘
.
、
.
‘
.
、
.
、

業
に
つ
い
て
と
く
に
区
別
し
て
述
べ

G

と
き
に
は
、
個
別
的
あ
る
い
は
企
業
。
と
い
う
請
を
冠

L
、
桐
別
的
収
益
逓
増
(
釦
刑
逓
減
)
な
い
し
は
企

業
の
収
益
遁
増
(
費
用
遮
減
)
と
よ
ぷ
こ
之
に
す
る
。
尚
品
と
は
な
に
か
、
産
業
は

rの
よ
う
に
限
定
さ
れ
る
か

f
iー
と
い
う
問
題
が
、
理
論
の
面

か
ら
も
、
そ
り
実
際
的
な
応
用
町
田
か
ら
も
、
争
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
さ
し
あ
た
っ
て
の
段
階
で
は
、
こ
の
問
題
。
ジ
ャ
γ
グ
ル
の
中
に
わ
け

入
る
要
は
な
い
。



か
く
て
第
二
に
、
収
益
法
則
の
問
題
は
、
古
く
か
ら
す
ぐ
れ
て
実
際
的
左
意
味
を
に
左
っ
て
き
た
生
産
資
源
の
社
会
的
最
適
配
分
の

学
説
に
関
係
が
あ
る
。
古
典
学
派
以
来
、
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
政
策
の
到
一
論
的
左
根
拠
に
、
己
の
学
説
が
ひ
そ
ん
で
い
た
己
と
は
誰
し
も

否
み
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
競
争
を
自
由
に
放
任
す
れ
ば
、
利
己
心
に
よ
っ
て
動
く
投
資
家
の
営
利
的
活
動
に
導
か
れ
て
各
用
途
聞
に
資

マ
ハ
ミ
九
の
有
名
た
「
見
え
ざ
る
手
」
の
世
俗
的
た
含
み
で
も
あ
っ
た
。
マ

1
V
ャ
ル
は

乙
の
年
輸
を
へ
た
公
準
に
か
じ
り
つ
い
た
わ
け
で
は
た
い
が
、
そ
の
理
論
的
た
妥
当
性
を
限
定
す
る
こ
と
に
あ
て
ら
れ
た
一
章
に
お
い

て
、
収
益
不
変
白
場
合
を
の
ぞ
き
、
収
益
が
変
動
す
る
競
争
的
産
菜
の
生
産
規
模
は
、
(
社
会
の
成
員
の
椋
大
利
益
を
保
註
す
る
よ
う
な
)
社

会
的
最
適
規
模
に
一
致
し
な
い
と
い
う
命
題
を
提
示
し
た
。
こ
の
構
想
を
継
承
し
た
ピ
グ
ー
に
ゐ
い
て
も
、
そ
れ
が
よ
り
精
激
た
形
で

源
が
最
適
に
配
分
さ
れ
る
と
い
う
ド
グ
マ
は
、

展
開
さ
れ
救
治
策
と
し
て
白
財
政
政
策
白
根
拠
に
す
え
ら
れ
て
い
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル

K
沿
い
て
は
収
話
不
変
の
場
合
は
例
外
と
み
な
さ

れ
た
か
ら
、
(
正
常
的
に
は
各
産
業
は
収
益
変
動
の
場
合
を
一
市
L
)
社
会
的
最
適
配
分
の
学
説
は
一
般
的
に
は
妥
当
し
た
い
と
い
う
結
論
に
導

か
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
己
の
意
味
に
沿
い
て
、
「
マ

1
V
ャ
ル
白
原
理
の
き
わ
立
っ
た
特
色
の
一
つ
は
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
理
諮
問
の

論
理
的
左
論
破
古
四
円
巳
H

丘
ロ

E
E
Oロ
え

E
5
2
I
J
h
E高
匹
。
。
弓
で
あ
っ
た
」
と
す
る
ジ
ョ

I
ず
の
見
解
を
是
認
止
ざ
る
を
え
な
い
。

1
l古
典
派
学
説
は
こ
り
点
に
沿
い
て
一
コ
の
修
正
を
う
け
ね
ば
な

b
ぬ
、
か
れ
ら
は
こ
う
考
え
た
に
違
い
な
い
。

ω
そ
の
一
例
と
し
て
、
官
県
学
慌
に
造
請
。
ふ
か
い
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者
の
言
説
を
引
用
じ
て
お
こ
う
。
紋
に
よ
わ
ば
、
議
杭
へ
の
街
動
が
ス
ミ

ス
白
経
済
機
構
O
メ

l

ソ
ス
プ
リ
ン
グ
で
あ
り
、
三
週
り
の
仕
方
で
働
く
主
L
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
「
そ
れ
は
(
社
会
の
観
点
か
ら
)
各
用
途
開

へ
り
資
木
の
最
適
な
γ
ログ
I

シ
ョ
ン
に
み
ち
び
く
」
之
述
ベ
て
い
る
。
同

F
Z
2
F
臼
邑
宮
喜
志
向
」
n
b
F
O
R

可
3
5
号
。
¥
可
且
覧
L
S
F

H
V
O

出品。ロ姐匂町市山

ω
昌5
ω
R円Eω匹『
Em巴邑-=】
r.
同宇》ギ、
N富員誼号内
N

培』宮偽含F句F.

回宮。。島斤
J〈戸可J
姐口

E
℃-阿出同口自同口同(『3P邑号、号、。ミ¥円
gι旨F吉ぬ富お唱h
耳
。
ミh
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同

ピ

グ

l

は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
か
れ
の
折
原
的
な
定
式
化
に
い
く
度
か
修
正
を
加
え
た
白
が
、
今
日
の
確
定
的
た
形
態
に
つ
い
て
は
、
次
の
も

の
を
参
服
せ
よ
。

]U伍
O
F
叶

吉

岡

2
3
6
S
R
E
q
君、
t
h
R
M
Y
P
A
S
o
F
吋

Rけ

H
F
n
F
N
4
3
H
H
(』

F32
・2
おお
h
s
n抽
出
足
、
内
向
包
p
h
句品川古河

MU1N
丹、〕

mw
出向日』
~ohvsnNNNHF]UHUNHωjN
田u
寸∞
U

Z
・
(
邦
訳
、
永
田
市
監
修
、
『
厚
生
経
済
学
』

E
、一

O
六
一
二
凹
頁
、
一
一
一
七
一
瓦
以
降
)
。

ω
こ
の
考
え
方
は
、
『
原
理
』
公
刊
以
前
か
ら
首
尼
一
貫
し
て
保
持
さ
れ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
『
原
型
」
自
公
刊
の
十
年
前
、
夫
人
と
り
共
著

に
な
る
経
済
学
に
関
す
る
可
1

シ
ャ
ル
の
最
初
白
体
系
的
な
著
作
に
お
い
て
明
確
に
定
式
化
き
れ
て
い
る
。
』
保
昌
・
町
・
冨
m
w
H
m
z
-
r
u
J
m

h
E
宮
室
内
旬
。
¥
i
E島
民
4
w
N
且
丘
、
呂
田
L
し。ロ
mHop
坦

-
m
F
C
N
U
U
(
と
の
荒
川
物
は
青
山
秀
夫
先
生
の
蹴
書
よ
り
お
借
り
し
は
じ
め
て
参
照
す
る

こ
と
が
で
き
た
)
。
な
お
ス
ラ
ッ
フ
ァ
氏
の
次
の
著
作
を
参
照
さ
れ
た
い
。
印
日
開
F
凹己
H
0
2
-
E
H
B二
日
g
m
z
o
n
戸
忠
世
同
島
官
。
八
回
0
3
p
』
言
bNN

R訳
出
E
E苦
E
-
H
F
垣
見
♂
唱
団

UH叶
l

山
田
山
口
且
寸
F
o
E
d
q
m
O向
日
E
片
岡
国
ロ
ロ
向
日
。
。
日
ロ
0
2〈
ゅ
の
ロ
ロ
品
在
。
ロ
♂
同
・

'
F
4。]・
ω
F
H
U
M
P
同時
n
b
a
h句

富

H
U
3
2
司
君
。
弓
・
官
同
窓
口
。
古
品
(
邦
訳
、
菱
山
・
田
口
訳
『
経
済
学
に
お
け
る
古
典
と
近
代
』
、
六
九

l
七
O
頁
、
九
九

l
一
0
0頁〕

u

倒
的
『
0
4
0・
。
司
自
「
同
E
き
さ
R
・『
E
J
Q
F
『
0「
日

F
H
E
N
-
町・∞戸町・

沿
わ
り
に
己
れ
ま
で
述
ベ
て
き
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
だ
が
、
よ
り
根
本
的
に
、
新
古
典
学
派
の
需
要
供
給
均
衡
理
論
に
関
係
が

あ
る
。
古
典
学
派
に
治
い
て
は
、
分
配
論
の
構
成
に
関
し
て
農
業
全
般
白
収
益
逓
減
法
則
が
考
え
ら
れ
た
が
、
個
々
白
競
争
的
商
品
に

つ
い
て
は
収
益
(
費
用
)
不
変
の
場
合
主
正
常
的
た
も
の
と
し
て
疑
う
こ
と
は
な
か
っ
ゎ
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
古
典
学
派
に
お
い
て

は
、
収
益
不
変
の
場
令
は
例
外
的
と
み
な
さ
れ
、
正
常
的
に
は
収
益
は
変
動
す
る
も
の
と
考
え

b
れ
た
。
収
益
に
関
す
る
己
の
よ
う
な

仮
定
白
上
に
立
つ
己
と
に
よ
っ
て
、
第
一
次
的
た
基
礎
理
論
と
し
て
、
商
品
の
価
値
決
定
に
闘
寸
る
需
給
均
衡
理
論
の
一
般
的
妥
当
性

が
求
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
な
ぜ
た
ら
、
収
益
法
則
は
商
品
の
供
給
を
限
定
す
る
某
本
法
別
で
あ
る
が
、
も
し
商
品
の
産
出
荷
の
変

動
に
つ
れ
て
単
位
あ
た
り
生
産
費
用
が
確
定
不
変
(
収
続
不
変
の
場
合
)
で
あ
れ
ば
、
需
要
は
産
出
高
の
大
き
さ
の
決
定
に
与
る
と
し
て

も
価
格
に
は
な
ん

b
の
直
接
的
た
影
響
を
及
ぼ
し
え
左
い
亡
と
は
明
ら
か
で
あ
h

円、

単
位
生
産
費
が
逓
増
・
逓
減
す
る
ば
あ
い
〔
収
拾

逓
減
・
逓
増
の
場
合
)
に
か
ぎ
っ
て
、
価
格
決
定
に
関
す
る
需
要
の
力
と
供
給
の
力
と
の
均
斉
理
論
を
構
想
す
る
こ
と
が
で
者
る
所
以
が



〉

明

b
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

周
知
の
よ
う
に
新
古
典
学
派
は
(
あ
る
特
定
商
品
を
生
産
す
る
産
業
を
他
の
す
べ
て
の
産
業
か
ら
孤
立

が
、
収
益
逓
増
・
逓
減
法
則
が
み
ぎ
の
部
分
均
衡
の
要
件
と
矛
盾
な
し
に

は
両
立
で
き
な
い
と
い
う
白
が
、
ス
ラ
y

フ
ァ
の
新
宵
典
派
体
系
の
礎
石
に
投
げ
か
け
た
根
本
的
な
懐
疑
で
あ
る
。
そ
し
て
、
己
白
立

場
に
立
っ
か
ぎ
り
古
典
学
派
の
一
収
益
不
変
D
テ
ー
ゼ
が
依
然
と
し
て
、
妥
当
す
る
と
い
う
白
が
そ
の
批
判
白
官
官
点
で
あ
っ

b
o
己
の
よ

さ
せ
る
一
一
部
分
均
衡
分
析
を
モ
の
方
法
論
的
特
色
と
す
る
。

う
な
ス
ラ
ッ
プ
ァ
の
懐
疑
に
正
当
た
根
拠
が
あ
る
の
な
ら
、
需
要
・
供
給
均
衡
理
論
の
競
争
的
価
値
論
と
し
て
の
一
般
的
妥
当
性
は
動

揺
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
既
述
の
と
語
り
、
収
益
不
変
の
場
合
に
は
、
需
要
の
価
値
決
定
に
占
め
る
役
割
は
極

端
に
ま
で
圧
縮
さ
れ
、
簡
潔
に
は
、
価
値
は
供
給
側
白
要
悶
に
よ
っ
て
の
み
確
定
す
る
と
い
っ
て
も
差
支
え
な
い
か

b
で
あ
る
。
こ
の

批
判
が
新
古
典
学
派
の
体
系
に
与
え
た
打
撃
は
大
き
い
。
な
ぜ
も
弘
ら
、
か
れ
ら
に
お
い
て
は
、
分
配
論
も
生
産
要
因
の
価
格
決
定
論
と

し
て
、
根
本
的
に
は
競
争
的
価
値
論
の
適
用
に
ほ
か
去
ら
ず
、
マ

l
v
ャ
ル
に
よ
れ
ば
「
分
配
と
交
換
と
は
、
違
っ
た
観
点
か

b
眺
め

ら
れ
て
は
い
る
が
、
基
本
的
に
は
同
じ
問
題
で
あ
ふ
」
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
新
た
な
立
場
か
ら
、
古
典
学
派
の
佃
値
・
分
配
の
体

系
を
再
構
成
す
る
白
が
経
済
学
に
対
す
る
マ

I
γ

ャ
ル
の
本
来
の
出
発
点
で
あ
ヮ
た
と
考
i
b
れ
、
し
か
も
そ
の
新
し
い
立
場
の
分
析

的
な
あ
ら
わ
れ
を
需
給
均
衡
理
論
の
中
に
典
型
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
ふ
。

以
上
に
み

τき
た
よ
う
に
、
収
益
法
則
は
、
限
界
生
産
力
説
、
社
会
的
最
適
配
分
の
学
説
、
需
要
供
給
均
衡
理
論
と
の
関
係
に
治
い

て
考
え

b
れ
る
が
、

マ
I
γ

ャ
ル
な
ら
び
K
モ
の
後
継
者
の
ピ
グ
ー
に
ゐ
い
て
は
、
み
ぎ
の
第
二
・
第
三
の
問
題
と
収
益
法
則
と
白
関

連
が
重
要
で
あ
り
、
と
く
に
最
後
四
需
給
均
衡
理
論
と
の
関
連
が
決
定
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な

b
、
需
給
均
衡
理
論
が
第
二
の
学
説
に
関

す
る
か
れ
ら
の
命
題
の
根
拠
を
な
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
収
詮
法
則
の
問
題
を
需
給
均
衡
理
論
と
白

関
連
に
治
い
て
提
示
し
た
ス
ラ
ヅ
フ
ァ
白
中
に
、
新
十
円
典
派
体
系
白
性
質
を
さ
ぐ
る
上
で
、
一
円
ノ
の
根
本
的
に
重
要
な
貢
献
を
み
る
の

新
古
典
派
理
論
に
お
け
る
収
益
逓
増
法
則

第
八
十
二
巻
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五
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新
古
典
派
理
論
に
お
け
る
収
益
逓
増
法
則

で
あ
る
o

し
か
し
な
が

b
、
マ

1
γ

ャ
ル
の
後
継
者
た
ち
は
A
ヲ
ッ
フ
ア
の
提
示
し
た
問
題
を
ど
の
よ
う
に
克
服
し
た
り
で
あ
ろ
う
か
。

は
た
し
て
か
れ
ら
は
根
本
的
に
こ
の
問
題
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ス
ラ
ヅ
フ
ァ
の
問
題
が
新
古
典
派
体
系
白
最

第
八
十
二
巻

/'、

第
五
号

も
根
底
的
在
も
の
を
つ
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
設
問
に
答
え
る
こ
と
は
同
時
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル
を
継
承
し
た
体
系
の
今
日

空
で
白
多
様
な
る
展
開
を
と
く
一
つ
白
鍵
を
与
え
、
解
答
と
し
て
提
一
不
さ
れ
た
か
れ
ら
の
理
論
の
限
定
性
を
根
本
的
に
と
り
扱
う
己
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ

D
よ
う
な
主
題
に
ふ
み
こ
む
ま
え
に
、
今
世
紀
白
二
・
三

0
年
代
に
ゐ
け
る
済
古
典
学
派
の
急
転
を
う
な
が
し

た
一
つ
の
震
源
地
と
し
℃
白
九
ラ
ヅ
フ
ァ
の
地
位
を
、
宇
中
外
面
的
な
資
料
に
よ
っ
て
こ
こ
で
見
て
わ
き
た
い
。

ω
平
均
利
潤
L
F

腕
争
的
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
刷
抱
勺
た
リ
カ
ー
ド
の
第
四
章
(
「
自
然
倒
栴
お
よ
び
巾
場
価
附
柄
拘
」
)
は
ス
ミ
ス
心
構
想
を
継
承
し
た

も
の
だ
が
、
収
益
不
変
り
想
定
な
く
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ロ
巴
子

E
E
H品。
Mω

司
ミ
官
(
凹
E
同
m
d
E
5
0ロ
)
〈
且
-
F
召
回
目

ma・

邦
訳
(
岩
波
文
昨
)
、
上
、
八

O
頁
以
降
。
あ
わ
せ
て
こ
白
点
を
始
め
て
明
白
に
し
た
ス
ラ
ッ
フ
ァ
の
所
説

Q
E
F
r
同
巳
E
5
E

同

HmwgmH00

内
山
県
百
三
佐
官
。
血
02PH)
臼
∞
・
邦
訳
、
六
人
頁
)
を
宰
照
さ
れ
た
い

u

J

S

ミ
ル
は
収
益
不
変
(
費
用
不
変
)
の
場
合
を
一
売
買
さ
れ
る
あ
ら
ゆ

る
財
貨
白
大
部
分
を
包
括
す
る
」
ω
目
。
目
白
自
町
四
日
吋
ー
と
し
て
分
矧
し
た
(
】
・
一
印
冨
己
目
、
司
2
3
n
G
N
B
G
H
H
V与
な
E
N
同
E
一
言
習
い
℃
¥
『
己
-
r
H
V・
2
3。

働

Q
Z
n
E
E
H
r
平
吾
門
金
目

E
司・

2
c

川
明
新
古
山
学
派
の
需
要
供
給
均
街
諭
は
、
生
産
費
用
と
産
出
高
之
の
閑
係
を
規
定
す
る
方
程
式
(
供
給
表
印
己
3
q
m
o
F
E己
与
と
販
売
価
格
と
産

出
荷
と
の
関
係
を
規
定
す
る
方
鹿
式
(
需
要
表
口
σ日

E
品
目

Fa己
O
)

と
り
一
一
つ
の
条
件
式
よ
り
構
成
さ
れ
、
ニ
つ
の
未
知
数
(
何
格
・
産
出
高
)

を
鮮
と
し
て
も
つ
。
(
ラ
フ
ァ
ユ
ル
D
給
申
よ
う
に
産
出
向
所
与
の
場
合
と
と
も
に
)
収
益
不
変
の
場
合
を
ま

F
0
0司
o
E
Z
O且
日
E
t
u
(冨
maI

E
F
可
コ
耳
制
定
E
咽
日
仏
国
)
と
考
え
た
こ
り
理
論
。
一
般
的
妥
当
性
心
根
拠
は
収
益
変
動
の
一
般
性
如
何
に
あ
る
。
次
む
ス
ラ
ヲ
フ
ア
の
所
説
は
注

z
f
1
 

日
に
冊
す
る
。
「
供
給
の
力
左
需
要
の
力
と
の
均
斉

r
立
脚
す
る
理
論
は
、
南
産
量
の
変
動
に
、
と
も
な
わ
れ
る
生
産
費
用
心
変
化
が
、
需
要
価
格

の
変
化
と
同
程
度
の
一
舷
性
を
も
っ
と
い
う
条
件
に
お
い
て
は
じ
め
て
妥
当
す
為
。
費
問
不
変
の
場
骨
の
意
義
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
価
格
決

定
に
お
け
る
生
産
望
月
の
影
響
も
大
き
く
、
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
均
斉
そ
の
も
の
も
、
ま
す
ま
す
擾
乱
さ
れ
て
く
る

L
3
E問
P
O
]
V
E
F
ヲ
ω弓

邦
訳
、
六
八
頁
)
。
以
下
四
よ
う
な
マ
ー
シ
ャ
ル
じ
し
ん
の
所
説
は
ど
れ
を
呉
が
き
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
「
大
抵
の
商
品
に
つ
い
て
は
、
産
出
高



が
不
変
で
あ
る
こ
と
も
生
産
関
用
が
不
変
で
あ
る
こ
ど
も
、
事
実
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
原
則
と
し
て
、
需
更
は
州
慌
を
決
定
す
る
諸
原
閣
の
中

の
一
つ
り
も
の
(
い
な
た
げ
た
一
つ
の
も
の
)
で
あ
る
。
需
要
の
増
加
は
産
山
山
首
を
ふ
や
し
、
そ
う
し
て
こ
れ
は
ま
た
生
産
費
用
を
変
え
る
。
だ
か
ら
、

価
偶
は
い
く
ぶ
ん
か
は
需
要
に
依
存
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
正
常
価
値
は
正
常
生
産
費
に
等
し
く
、
需
要
は
後
者
の
決
定
図
の
一
つ
だ
か
ら
で
あ
る
。

か
く
て
一
商
品

m
E常
仰
格
は
不
変
的
で
は
な
く
、
徐
々
に
上
る
か
下
る
か
す
る
だ
ろ
う
」
(
』
・
砕
宮
司
呂
田
ー
岳
山
戸
同
E
き
さ
芯
旬
。
し
「
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H
S
告
処
弓
-HVS)。
個
々
。
商
品
に
関
す
る
収
益
遁
減
・
遁
増
法
則
は
経
駒
的
事
実
か
ら
検
出
さ
れ
た
も
り
で
は
な
く
、
需
給
均
街
理
論
が
一
般
性

‘
.
、
‘
.
、
、
.
、
、
.
、
、
、
.
、
.
‘
.
.
.
 ‘
 
.
.
.
 ‘
.
、
、
、
.
、
.

を
も
つ
た
め
の
要
件
と
し
て
仮
設
的
に
導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
ご
と

l
iこ
れ
が
こ
こ
で
強
調
さ
れ
る
べ
き
要
点
で
あ
る
。

ω
ロ
印
日
同
p
o
u
-
z
-
Q
E
Eロ日
U品
。
吋
ω
)
・

3
・
M
H
U
Z目(〈・ー
l
n
E正
刊
誌
記
S
S
ぬ
崎
町
、
EqhN
骨
宰
守
ぬ
た
お
札
3
司
)
・
官
吋
HEM-白
]
M
F
U
M
M
M・

邦
訳
、

b
一
頁
以
降
(
五
、
三
傾
向
の
調
整
と
批
判
)

k
く
に
、
七
六
頁
。

ω
口
同
回
日
開
P
。
]
v
n
H
f
呂

田

?
H白
(
同
司
・
1
1
0
6
忠
吉
弘
0
3
5
・
H
v
g
m
D向山内田
1
9
同
E
吉
幸
町
'
守
主

E
F
H由
民
邦
訳
、
六
じ

l
七

O
頁
(
四
、

費
用
不
変
〉
な
ら
び
に
、
八
八
、
九
九
頁
。

納
豆
耳
目
白

F
ロ
E
H
E
E
5ロ
白
血
何
百
F
E四
♂
同
E
皇
室
内
'
『
号
、
吉
町
二
∞
担
・
唱
角
田

仰
す
で
に
引
用
さ
れ
た
は
じ
め
て
の
体
系
的
な
著
作
に
お
い
て
.
マ
ー
シ
ャ
ル
は
経
済
芋
の
根
本
的
な
課
闘
を
つ
ぎ
白
よ
う
に
考
え
た
。
|
|

1
・

s-
ミ
ル
は
分
配
の
同
図
を
根
本
的
に
解
決
せ
ず
に
終
っ
た
。
吃
こ
で
こ
の
一
著
作
で
は
た
さ
れ
る
試
み
は
、
こ
の
分
配
に
解
答
を
与
え
る
と
共

に
、
価
格
、
官
金
な
ら
び
に
利
潤
の
理
論
の
そ
れ
ぞ
れ
造
っ
た
一
切
り
部
分
自
根
底
に
一
つ
の
斉
一
性

C
E
q
が
存
在
す
る
点
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
、
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
種
煩
り
仕
事
の
報
酬
、
資
本
白
利
子
な
ら
ひ
に
商
品
の
価
植
は
、
究
施
に
お
い
て
競
争
に
よ
っ
て
、
基
本
的
に
は
同
じ

法
則
に
帰
す
る
と
こ
ろ
り
も
の
に
従
う
て
決
定
さ
れ
る
。
正
常
価
値
の
法
則
『
調
。
同
目
。
吋
昌
弘
司
払
ロ
。
が
こ
れ
に
他
な
ら
ず
、
ぞ
れ
は
納
部
に
わ

た
る
多
機
な
班
態
を
も
ち
、
多
数
の
異
な
っ
た
形
式
を
左
る
。

L
か
し
、

E
ん
な
形
式
に
お
い
て
も
、
そ
れ
は
、
需
要
・
供
給
の
一
定
自
関
係
に
ょ

っ
C
決
定
さ
れ
る
価
値
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
(
』
・
陪
宮
・
吋
冨
耳
切
『
回
口
』
同
E
喜
一
草
柏
町
旬
。

h
p
E
a号
、
司
日
F
O
O
H
O
P
O
S
自
白
血

a
F
Zる
e

こ
り
点
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
白
よ
う
な
シ

a

i
ヴ
の
決
黙
と
し
た
言
説
は
参
照
に
値
す
る
。
「
マ
ー
シ
ャ
ル
の
原
理
の
分
析
的
な
パ
ッ
ク
ポ
I
γ

は、

J
・
5
・
ミ
ル
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
た
リ
カ
ー
ド
り
価
値
な
ら
び
に
分
配
白
理
論
の
(
数
理
的
用
具
に
よ
る
)
完
成
な
い

L
一
般
化
以
外
の
な
に
も

の
で
も
な
い
。
・
な
る
ほ
ど
、
こ
の
完
成
な
い
し
一
般
化
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
じ
し
ん
が
許
容
せ
ん
、
と
す
る
よ
り
は
は
る
か
に
徹
底
し

、、

た
変
改
を
、
と
も
な
っ
た
。
し
か
し
、
厳
密
な
分
析
的
な
内
容
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
は
、
原
理
は
ミ
ル
を
通
じ
て
リ
カ

i
ド
か
ら
の
、
そ
し
て
主
た
、

新
古
典
派
理
論
に
お
け
る
収
格
逓
増
法
則

第
八
十
三
巻

)c 

第
主
号



新
古
典
派
理
論
に
お
け
る
収
益
逓
増
法
則

節
八
十
二
巻

O 

第
五
号

巨ヨ

リ
カ
I

F
を
介
し
て
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
か
ら
の
直
系
の
子
孫
で
あ
る
。
そ
れ
は
リ
カ
1
ド
の
正
し
い
血
統
に
つ
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
雑
種
で
も

突
然
変
異
で
も
な
い
」
(
印
z
o
d
p
。
]ua
の

HH
・
同
E
珪
遠
足
L

『。号、
a邑・

3
ぉ
・
毘
】
凶
由
品
l
田
町
U
G

川
同
本
文
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
収
益
法
則
に
関
係
り
あ
る
=
一
つ
の
問
題
の
う
ち
、
は
じ
め
の
二
つ
(
限
料
生
産
力
説
お
よ
び
社
会
的
最
適
配
分
の
学
説
〕

と
の
閣
時
は
ハ
ロ
ヴ
ド
の
一
九
五
二
年
の
著
作

(
Q
E
R
g
p
h
n富
。
苦
R
同
a
R
q
p
E
m
u
-
]恒
・
当
日
l
苫
)
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
伎
は
収
拾
逓
増
法
則
に
関
し
て
企
業
的
観
点
と
産
業
的
観
点
と
を
詰
問
し
た
き
ら
い
が
あ
る
。

(Q-NV
ぇ・同
V
H
U
H
-
z
日
目
立
H
E
-
2
q・
HYH寸巴〕。

マ
1
シ
キ
ル
な
ら
び
に
ピ
グ
!
の

moEmwHO町
t
E
d自
由
。
n
Eーロ
o
に
関
係
し
た
収
益
遁
増
法
則
は
す
ぐ
れ
た
意
味
で
産
業
的
観
点
に
お
け
る
も
り

で
あ
る
か
ら
、
(
ハ
ロ
ッ
ト
が
と
り
扱
ゥ
て
い
る
よ
う
に
)
企
業
の
個
別
的
収
品
逓
増
の
問
題
と
同
次
的
な
関
係
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
第
三
白

収
益
法
則
と
需
給
均
街
理
論
と
の
閣
慌
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
生
産
費
用
に
関
す
る
ス
ラ
ッ
プ
ァ
の
胃
巳
日
ロ
司
昌
司
ω
に
お
い
て
、
始
め
て
明
確

な
形
で
提
一
目
さ
れ
た
。
本
稿
は
こ
の
問
題
が
、
マ
ー
シ
ャ
ル
以
降
の
新
古
典
学
派
の
展
開
を
批
判
的
に
検
討
す
る
上
で
、
根
本
的
に
重
要
な
観
点
の

一
つ
だ
と
み
な
す
ー
も
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
新
士
円
典
学
派
は
、
第
一
次
大
戦
以
降
|
|
詳
し
く
は
二

0
年
代
の
後
半
か
ら
三

0
年
代
に
か
け
て
、
マ

luvJ
ャ
ル
か
ら
伝

承
さ
れ
た
経
済
理
論
を
変
革
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
静
か
な
流
れ
に
波
紋
を
よ
ん
だ
そ
の
経
済
学
の
急
転
に
お
い
て
、
ス

ラ
ッ
フ
ァ
の
は
士
し
た
役
割
は

rう
と
ら
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
己
の
質
問
に
対
し
て
、
己
の
学
派
の
内
窓
を
と
お
し
て
、
す

た
わ
ち
こ
の
派
白
指
導
的
在
経
済
学
者
の
提
示
し
た
資
料
、
と
り
わ
け

E
-
A
・
G
-
ロ
ピ

Y

ソ
ソ
の
所
誌
を
か
え
り
み
な
が

b
、
接
近
し

て
み
よ
う
。
マ
l
V
ャ
ル
が
こ
の
世
を
去
る
前
後
(
彼
は
一
九
二
四
年
に
他
界
し
た
〉
、

す
た
わ
ち
二

0
年
代
の
初
期
に
、
こ
の
派
の
指
導

的
た
経
済
学
者
た
ち
は
経
済
学
一
般
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
宏
観
念
を
い
だ
い

τい
た
か
。
い
い
か
え
れ
ば
、
経
済
学
に
関
す
る
そ
の
当

時
の
支
配
的
な
雰
囲
気
は
ど
の
工
う
た
も
の
で
あ
っ
た
か
。

そ
れ
は
、
=
(
司
F
E
H
E
E
O
戸

U
E
口
mw自
宵
広
間
0

・
E
E
N
F
E
ι
ω
E
Z
E



日
邑
宙
開

2
8
0呂
町
ω)
・
宮
司
ω『巳
F
H
J
s
s
b
N
E
d司
m
E
H吉
田
E-0・
ω
邑
調
。
}
陶
器
4
4
E
Z
m
Z
3
E
=・
:
-
-
:
富
良
岳
色
占
有
2
2
0出
。
自
日
・
ミ

と
い
う
ロ
ピ
ン
ソ
ソ
夫
人
の
回
協
に
士
く
み
に
象
徴
古
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
当
時
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
要
約
寸

れ
ば
と
う
で
あ
る

o
l
l
-経
済
学
の
理
論
的
・
分
析
的
た
側
面
は
板
度
に
治
し
進
め
ら
一
れ
、
ス
ミ
ス
以
来
再
開
展
し
て
き
た
経
済
学
の
原

理
は
、
マ

1
γ

ャ
ル
に
至
ヮ
て
、
ほ
ぽ
完
成
の
域
に
達
し
て
い
る
。
今
後
、
こ
の
国
で
経
済
学
者
に
残
さ
れ
た
仕
事
は
、
こ
の
完
壁
に

近
い
体
系
の
細
部
を
補
完
す
る
と
と
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
か
れ
ら
の
恵
念
す
ベ
弁
一
主
な
課
題
は
、
む
じ
ろ
己
の
不
動
の
原
理
を
実
際
政

策
へ
応
用
す
る
面
、
つ
ま
り
応
用
経
済
学
』
沼
】
出
色
回
n
g
o百
円
ω
正
実
評
的
研
究
で
あ
る
。
『
ヶ

γ
ブ
リ
ッ
ジ
経
済
学
投
書
』
ロ
EHMi

H

同
門
戸
伺
何
回
出
目
。
百
円
回
目
号
。
。
宮
第
一
巻
(
一
九
一
一
一
一
年
)
に
寄
せ
ら
れ
た
刊
行
者
ケ
イ
ソ
ズ
の
序
文
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
好

例
を
あ
た
え
る
も
白
で
あ
る
。
と
己
ろ
が
一
九
二
八
年
に
至
っ
て
、

r一
白
同
じ
ケ
イ

γ
J〈
門
知
、
叢
書
白
続
巻
に
存
せ
で
序
交
に
は
、
己

れ
と
は
全
〈
違
っ
た
調
子
が
あ
ら
わ
れ
る
。

「
原
理
に
つ
い
て
さ
え
、
己
の
問
題
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
専
門
家
た
ち
の
聞
に
完
全
た

意
見
。
一
致
が
ま
だ
み

b
れ
な
加
。
戦
争
直
後
は
、
当
座
白
経
済
問
題
が
、
彼
ら
の
注
意
を
複
雑
な
理
論
の
問
題
か
ら
そ
ら
し
て
し
ま

う
ほ
ど
の
異
常
な
性
格
を
お
び
て
い
た
。
し
か
し
、
今
日
、
理
論
経
済
学
は
モ
の
本
来
の
学
問
的
方
向
を
と
り
も
ど
し
た
。
い
ま
や
伝

統
的
な
扱
い
方
中
解
決
が
疑
問
視
さ
れ
、
改
善
さ
れ
、
そ
し
て
改
訂
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
最
後
に
は
、

ζ

白
ょ
う
在
研
究
活
動
は
論
争
を

一
掃
す
。
へ
さ
で
は
あ
る
。
が
、
た
だ
い
ま
の
と
こ
ろ
、
論
争
や
疑
念
は
ふ
か
ま
り
つ
つ
あ
る
。
」

ω
開
・
』
の
・
回
。
σ
E
S
P
-川
口
日
4
0
5芯
骨

nm臣
官
広
m
p
Q
E
E旦
3
S高
骨

E
h
E富
円

bnoaヨ
吾
峰
。
白
書
官
会
]
出
口
9
5
u戸
署

也
九
平
l

田町・

ω
同
問
。
げ
E
S
F
円
。
ロ
皇
民
慰
霊
S
R
E官
3
・
0
見
。
邑

L
U日

H
L
-
E

ω
同。
Z
E
g
p
足
寄
号

-r件
。
品
同
国
NN・
5

a句

44F23N30弘
氏
皇
宮
ヴ
吋
同
4
P
σ
m
)・

川
開
口
0
5・
京
r
N
h
Z
H
E
E・巴凶∞

E
4
J
3
〔
宮
町
、
邑
宮
内
幹
事
げ
吋
問
。
吋
問
。
ω)

新
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派
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お
け
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収
益
逓
増
法
則
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八
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二
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五
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巻

第
五
号

ーノ、

(同

民一
N
R同・

H

U

4

2

そ
と
で
、
オ
!
ス
テ
ィ
ン
・
ロ
ビ

Y
ソ
γ
は
と
う
設
問
す
る
。

1
lこ
の
よ
う
な
急
転
回
を
う
な
が
し
た
要
因
と
し
亡
、
六
カ
年
〈
一

九
二
二
二
八
年
)
と
い
う
短
い
期
聞
に
、
い
っ
た
H
な
に
ご
と
が
治
こ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
学
派
に
づ
い
て
、
そ
の

答
は
一
つ
あ
る
と
い
う
。
そ
白
一
つ
は
、

一
九
二
六
年
に
公
刊
き
れ
た
ロ
パ

1
ト
ソ
Y
D
同
Q
S
史
s
h
N
U
§
ミ
皇
民
主
応
、
立
百
肘
喜
旦

で
あ
る
。
彼
は
と
の
著
作
に

b
い
て
、
ケ
イ
ン
ズ
と
緊
笹
在
思
相
閣
の
空
流
白
下
に
、
貨
幣
問
題
に
対
す
る
新
た
た
道
を
切
り
ひ
ら
一
い
た
。

急
変
を
説
明
す
る
い
ま
一
つ
の
震
源
排
は
、
一
九
二
七
年
に
ケ

Y
プ
リ
グ
ジ
に
宇
っ
て
き
た
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
派
の
ア
ブ
」

S
自

g
n
B
a

民白

g
Rラ
ッ
フ
ァ
で
あ
る
。
彼
が
マ

1
γ

ャ
ル
の
体
系
に
投
げ
た
懐
疑
の
刺
針
は
、

た
い
し
分
配
論
語
よ
び
こ
れ
に
類
し
た
他
の
問
題
の
了
乞
う
の
検
討
へ
と
導
h
た
。
そ
れ
か

b
十
ヵ
年
白
聞
に
ケ

Y
ブ
リ
ッ
ジ
白
伝
承

マ
1
V
ャ
ル
の
弟
子
ど
も
を
つ
つ
い
て
、
価
値

「
信
仰
の
時
代
は
批
判
的
理
性
心
時
代
に
譲
歩
し
た
。
H
ま
や
ケ

γ
ブ
リ
了
/
学
派
の
理
論
経
済

学
は
全
面
的
に
性
格
を
変
え
て
し
ま
っ
た
L
(
A
H
f
o
骨

F
宮
品
E
Z
Eご
。
噌

Eb--F円。
P
E
E
Eロ
B
E
F
F
E
3
0
0斥
o
ロ。

目
玉
ロ
ユ
ロ
自
百
匹
問
。
釦

BEF耳
目
。
己
内
E
畠
む
白
。

E
E
a
s
v

的
な
教
説
は
著
し
く
変
改
吉
れ
た
。

川
何
次
の
よ
う
な
J
・
ロ
ピ
ン
ソ
シ
の
謡
言
を
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
「
わ
た
し
が
一
九
二
九
年
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
帰
っ
て
教
鞭
を
と
り
は
じ
め

た
と
き
に
、
ス
ラ
y

プ
ァ
氏
の
誹
義
が
わ
た
く
し
た
ち
り
島
国
根
性
を
啓
発
し
つ
つ
あ
っ
た
。
か
れ
は
た
ん
た
ん
と
し
て
、
マ
1
シ
キ
ル
白
中
に
も

矛
闘
が
あ
る
在
を
指
摘
す
る
と
同
時
に
他
の
学
派
も
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
労
を
い
と
わ
な
か
っ
た
。
年
長
の
先
生
が
た
は
こ
れ
に
反
援

し
て
で
き
る
だ
け
り
手
を
つ
く
し
て
マ
ー
シ
ャ
ル
を
ま
も
ろ
う
と
し
て
お
ら
れ
た
。
け
れ
ど
も
若
い
世
代
の
ひ
主
た
ち
は
、
こ
り
先
識
の
や
り
方
に

信
を
お
か
な
か
っ
た
。
〔
マ
ー
シ
ャ
ル
に
あ
る
〕
静
態
的
な
基
盤
と
動
態
帥
な
卜
部
構
造
と
り
問
。
深
い
矛
盾
が
除
り
に
も
明
白
に
な
っ
た
か
ら
で

あ
る
」

G
・同。
E
ロ
E
P
昏
弘
・
H
V
3
3
0

川W

回

p
p
問。
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m
O
口
、
監
弘
・
?
自
・



以
上
に
み
た
よ
う
に
、

マ
ー
ジ
ャ
ル
の
『
原
理
』
が
バ
イ
ブ
ル
の
よ
う
在
地
位
に
あ
っ
た
時
代
か
ら
、
モ
れ
が
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て

指
導
的
経
済
学
者
白
提
示
し
た
資
料
に
よ
っ
て
確
認
き
れ
た
の
で
、

約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
は
、
結
局
、
み
ぎ
の
震
源
地
か
ら
発
せ
ら
れ
土
余
波
を
、
い
わ
ぽ
マ

!
γ

ャ
ル
の
時
代
か

新
し
い
山
理
論
の
展
開
を
う
た
が
し
た
時
代
を
う
み
出
し
た
一
ヲ
の
震
源
地
F
し
て
の
ス
ラ
y

フ
f

D
外
間
的
な
意
義
が
、
こ
の
学
派
の

(
す
で
に
述
べ
ら
れ
た
)
わ
れ
わ
れ
の
こ
れ
か
ら
の
仕
事
を
次
に
要

ら
今
円
に
至
る
ま
で
の
新
古
典
学
派
の
展
開
に
即
し
で
、
内
在
的
批
判
的
に
検
討
し
て
み
る
と
γ

乙
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、

(
ケ
イ

y
d〈

と
共
同
し
て
)
ロ
パ
ー
ト
ソ

ν
陀
工
づ
て
開
か
れ
た
い
ま
一
つ
の
重
要
た
課
題
で
あ
る
貨
幣
分
析
の
遣
は
、
こ
の
論
稿
の
範
囲
を
己
え

る
も
の
で
あ
る
か
ら
当
然
、
捨
象
さ
れ
る
。
月
一
ブ
ッ
ブ
ァ
に
よ
っ
て
マ

I
V
ャ
ル
体
系
に
投
げ
ら
れ
土
懐
疑
は
、
す
で
に
述
ベ
士
ょ
う

に
収
益
法
則
と
一
り
わ
け
収
益
逓
増
法
則
の
問
題
に
帰
寸
る
。
か
く
て
、
見
ラ
ッ
フ
ァ
の
地
位
が
み
ぎ
の
よ
う
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ
日
法
則
を
め
ぐ
る
問
題
を
徹
底
的
忙
し

b
ベ
る
己
と
は
、
新
古
典
学
派
の
今
H
D
理
論
的
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
根
本
的
に
か
え
り
み

る
た
め
の
一
つ
の
窓
を
ひ
ら
く
も
の
に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

二
回
神
宮

o
E
E
ω
自
己
主
可
且

3
S
H
n
f
F
E
E
P
耳
石
n
o
E
2
4
2
4
z
(ケ
イ
ン
ズ

)
l
l以
来
、
約
三
十
星
霜
を
へ
た
今
日
、

ス
ラ
ッ
プ
ァ
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
新
古
典
派
体
系
K
対
す
る
懐
疑
は
、
根
本
的
に
は

b
さ
れ
て
、
そ
の
礎
石

r関
し

τ、
確
定
的
な

見
解
の
一
致
を
み
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
幸
い
に
し
て
、
経
済
学
D
現
状
は
、
さ
さ
や
か
在
研
究
を
無
意
味
な
も
の
に
し
て
し

古
う
よ
う
な
見
解
の
一
致
に
ま
だ
当
両
し
て
い
な
い
上
う
に
思
わ
れ
る
o

E

印
。
在
日
。
。
同
吋
E
d
q
E
百
万
叶
何
百
可
2
2
4
H
o
b
E二
自
叶

答
。
『
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H
O
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丘
曹
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o
E己
胃

20Eミ
(
ロ
パ
ー
ト
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J
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ω
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頁
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新
古
典
派
理
論
に
布
け
る
収
益
逓
増
法
別

第
八
十
二
巻

四

第
五
号

ノ¥

川
明
ロ
・
出
'
回
。
ヴ

0
2
2
p
g
E
0
3
2
2
Q
8
?日
〉
耳
耳
目
官
。

E
F
0
1
3
2弓
E
F
E
Z
-
h
g苦
言
。
円
。
遺
書
室
苫
ミ
句
、

H
K
E
E
p
z
m
p

H
V
・
品
目
・

収
益
逓
増
の
問
題
に
つ
い
て
、
月
一
7

y

フ
ァ
の
批
判
を
ま
ね
く
ま
で
民
、
一
般
に
伝
承
宵
れ
た
マ
ー
シ
ャ
ル
の
学
説
と
は
ど
の
よ
号

在
も
の
か
。
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
こ
れ
に
関
す
る
、
後
継
者
ピ
グ
ー
に
よ
る
マ

l
y
v
ル
の

4
0
3
5
5
正
は
ど
の
よ
う
た
も
の

で
あ
っ
た
か
。
と
れ
を
明

b
か
に
す
る
こ
と
は
、
旦
ラ
ヅ
ブ
ァ
の
批
判
。
意
義
者
正
し
く
つ
か
む
上
で
必
要
で
あ
る
か

b
、

以
下
(
一
二
、

四
)
に
沿
い
て
、
本
来
の
マ
ー
シ
ャ
ル
の
見
解
を
参
照
し
な
が
ら
、
『
厚
生
経
済
学
』

M-E
同
E
さ
き
G
A『
司
止
し
昔
話
の
初
版
〔
一
九

二
O
年
)
に
展
開
さ
れ
た
ピ
グ
ー
の
当
初
の
学
説
E
確
認
し
占
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

ピ
グ
!
の
『
厚
生
経
済
学
』
の
体
系
に
治
い
て
、
収
益
活
増
論
は
(
収
益
逓
減
論
と
な
ら
ん
で
)
、
す
で
に
述
ベ
た
資
源
の
社
会
的
最
適

配
分
説
と
の
関
係
に
お
い
て
、
そ
の
生
産
論
に
お
け
る
要
石
の
一
つ
を
な
し
、
社
会
成
員
全
体
の
厚
牛
を
促
す
た
め
に
採
ら
れ
る
政
府

の
干
渉
政
策
の
理
論
的
な
根
拠
の
一
つ
を
あ
た
土
て
い
た
。
周
知
の
工
う
に
己
れ
に
関
連
し
た
ピ
グ

I
の
始
原
的
た
命
題
は
次
の
よ
う

に
簡
潔
に
要
約
さ
れ
る
で
あ
ろ

AJol--競
争
的
条
件
に
沿
い
て
、
《
収
益
逓
減
》
を
一
目
す
諸
産
業
の
生
産
は
、
真
の
社
会
的
利
益
が
必

要
と
す
る
限
度
十
己
え
る
が
、

一
方
、
《
収
益
逓
増
》
を
示
す
諸
産
業
は
そ
の
限
度
に
達
し
左
い
。
だ
か
ら
、
前
者
の
生
産
主
課
税
に
よ

っ
て
制
限
し
、
後
者
の
生
障
を
補
助
金
に
上
っ
て
奨
励
す
る
こ
と
に
上
っ
て
、

的
利
益
の
要
請
す
る
も
白
に
一
致
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ

ι。
(
他
の
事
情
を
不
変
と
す
れ
ば
)
、
諸
産
業
の
生
産
を
社
会
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S
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H
3・

以
下
、
本
師
会
一
)
な
ら
び
次
節
(
凹
)
で
の
引
用
は
別
に



注
意
し
た
い
か
ぎ
り
、
初
版
か
ら
な
さ
れ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
所
説
に
対
し
て
は
《
凹
自

]uq
回
自

E
日
『
目
。

H
B》
と
題
寸
る
グ
ラ
ッ
バ
ム
の
有
名
た
駁
称
が
あ
る

が
、
か
れ
の
核
心
的
な
テ
ー
ゼ
の
一
部
寸
と
こ
ろ
は
こ
う
で
あ
る
。
|
|
収
義
法
則
の
一
斑
論
的
妥
当
牲
と
そ
白
定
式
化
と
に
疑
問
白
余
地

が
な
い
と
し
て
も
、
諸
産
業
の
収
益
日
経
過
を
実
際
に
確
認
す
る
と
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
こ
の
法
則
を
実
際
に
応
用
す
る
こ
と
は
不

可
能
と
な
り
、
か
く
て
こ
白
法
則
は
無
価
値
で
あ
る
と
。
し
か
し
た
が

b
、
収
益
法
則
を
め
ぐ
る
真
の
困
難
は
、
法
則
の
実
際
的
応
用

の
可
能
性
に
あ
る
わ
け
で
は
左
く
、
む
し
ろ
所
与
の
条
件
白
下
で
の
、
そ
の
理
論
的
妥
当
性
そ
れ
じ
た
い
白
問
題
に
と
そ
あ
る
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。
い
い
か
え
れ
ば
、
収
益
逓
減
・
逓
増
と
い
り
た
法
則
が
確
か
た
理
論
的
な
根
拠
に
立
つ
も
の
か
ど
う
か
。
こ
の
よ
う
な

法
則
に
関
寸
る
基
本
的
友
分
類
(
収
益
逓
減
・
逓
増
不
変
)
が
モ
れ
ぞ
れ
の
産
業
に
特
有
な
る
客
観
的
な
事
実
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も

D
か
、
そ
れ
と
も
、
ま
ぎ
れ
も
た
い
仮
設
的
構
成
物
で
あ
る
か
ど
う

ιyo--己
れ
己
モ
が
解
決
さ
れ
る
べ
き
第
一
次
的
た
問
題
で
あ

り
、
こ
の
点
が
明
確
に
さ
れ
な
い
か
ぎ
わ

J

、
該
法
則
白
実
際
へ
白
応
用
価
値
の
論
議
は
砂
上
に
楼
閣
を
築
く
の
モ
し
り
を
ま
ぬ
が
れ
な

い
だ
ろ
う
。
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仏
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凶
首
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距
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∞
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頁
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以
上
、
収
益
法
則
が
ピ
グ
l

D
『
厚
生
経
済
学
』
白
ジ
ス
テ
ム
に
お
い

τ占
め
る
地
位
が
確
認
さ
れ
る
と
共
に
、
こ
れ
に
関
す
る
グ

一ブ
y

メ
ム
山
批
判
白
矢
が
収
益
法
則
を
め
ぐ
る
問
題
白
核
心
に
ま
で
達
し
な
い
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
、
以
下
、
節
を
あ
ら
た
め
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新
古
典
派
理
論
に
お
け
る
収
益
逓
増
法
則

τ、
収
益
逓
増
法
則
の
問
題
に
焦
点
在
し
ぼ
っ
て
、
モ
れ
が
ど
の
よ
う
な
前
提
白
下
に
議
論
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
や
や
詳
細
に
し

第
八
十
二
巻

プミ

第
五
号

O 

b
e
へ
τみ
た
い
。
こ
の
点
は
、
丸
一
フ
γ

フ
ァ
の
批
判
的
論
証
の
基
盤
を
明

b
か
に
す
る
の
に
役
立
つ
と
共
に
、
ピ
グ
ー
を
含
め
て
の
新

古
典
学
派
に
よ
る
(
旦
ラ

y

フ
ァ
の
批
判
以
後
の
時
期
に
お
け
る
〉
理
論
の
展
開
の
出
発
点
を
確
認
す
る
こ
と
に
他
た
ら
な
い
か

b
、

旅
人

は
し
ば
ら
く
立
た
ず
ん
で
足
下
を
て

b
し
て
み
る
わ
け
で
あ
る
。

四

収
益
逓
増
論
は
、
つ
ぎ
に
述
ペ
る
よ
う
左
諸
前
提
に
立
っ
て
い
た
。

ト)

そ
れ
は
長
期
的
観
点
官
官
民
守
吉
岡
高
官
ロ
。

F
B
R
-
町・

8
3
に
よ
る
単
純
競
争
乱
呂

1
0
2昌
司

o
t
t
g
の
前
提
に
立
つ
。
単

純
競
争
E
条
件
は
、
「
支
配
的
た
価
格
で
で
量
る
だ
け
多
く
生
産
し
、
そ
の
価
格
の
引
ょ
を
見
込
ん
で
そ
の
産
自
一
両
を
制
限
し
た
い
こ

と
が
売
手
?
七
れ
ぞ
れ
の
利
益
で
あ
る
」

S
R・
司

F
E
u
-
g
v
ょ
う
た
条
件
で
あ
り
、
乙
の
よ
ろ
た
条
件
は
、

「
個
々
の
売
手
が
総
産

出
高
白
ど
く
僅
か
な
分
前
に

2
4
B
E
E
o
で
あ
る
よ
う
な
事
態
を
意
味
す
る
」

S
R
U
E
C。
か
く
て
ピ
グ

I
位
、
(
マ
ー
ジ
セ
ル
が

「
原
理
』
の
第
五
篇
で
需
給
均
衡
理
論
の
一
般
的
な
定
式
化
を
行
う
に
あ
た
っ
て
仮
定
し
た
〉
自
由
競
争
昨
0
0
2自
]
U
E
E
E
と
い
う
伝
承
的
左

用
語
を
さ
け
て
、
始
源
的
に
は
ク
ー
ル
ノ
ー
の
無
制
限
競
帆
に
そ
の
典
型
を
み
、
バ
レ

l

f
に
モ
の
明
確
左
定
式
化
を
み
た
交
換
当
事

4
f
k
h
九
て
の
価
格
所
与
性
白
仮
応
を
も
っ
て
競
争
的
条
件
を
規
定
し

h
o
(不
完
全
競
争
論
者
の
完
全
競
争
宮
崎
E
2
3
2
E
B
と
矛
盾

し
な
い
〉
己
白
構
想
が
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
守

2
3日】
V
O
E
C
E
に
ふ
く
ま
れ
た
思
想
白
根
本
的
訟
も
の
を
う
け
つ
い
で
い
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
疑
問
の
余
地
が
多
い
品
、
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
た
競
争
的
条
件
の
規
定
が
、
形
式
的
斉
合
性
と
厳
掛
性
と
に
お
い
て

マ
l

J

V

ル
を
改
良
せ
ん
と
し
て
提
一
不
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

(
ス
ラ
ッ
プ
ァ
の
批
判
を
ま
ね
い
た
)

一
九
二
五
年
ご
ろ
白
新
古
典
学
派
の
一



オ

l
ソ
ド
ヅ
グ
ス
な
考
え
方
主
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
確
実
で
あ
る
。
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ω
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独
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的
)
条
件
に
つ
い
て
の
ピ
グ
!
の
規
定
が
、
バ
レ
l
ト
の
構
想
を
う
け

γ
一
い
た
こ
と
は
、
か
れ
の
後
の
著
作
伊

ら
一
時
ぞ
う
明
ら
か
に
確
認
さ
れ
る
。

Q
・】
U
H
問。

F
M
-吉
岡
E
亘
書
肺
門
旬
。
L

『
臼
町
民
8
3
R
4
h
同
邑
ぬ
♂
巴
臼
♂
下
回
一
J

ω

マ
ー
シ
ャ
ル
の
片
0
0
2自
官

E
Eロ
の
仮
設
的
条
件
は
、
考
え
ら
れ
た
商
品
の
交
換
当
事
者
白
多
数
性
、
新
規
企
業
の
参
加
〔
た
ら
び
に
既
存

企
業
の
離
脱
)
の
自
由
片
。
。
。
ロ
可
叶
さ
ら
に
一
物
一
個
の
法
則
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
U

(

門
戸
旬
、
宮
内
住
目
、
旬
、
日
VH】

EUAH

l
烏
〉
a
A
ぎ
の
条
件
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
一
般
的
に
各
交
換
当
事
者
に
対
す
る
価
格
所
与
性
O
仮
定
が
導
出
さ
れ
る
と
は
い
え
な
い
。
と
い
う
り
は
、

(
完
全
市
場
の
法
則
で
あ
る
)
一
物
一
価
の
法
則
と
み
ぎ
の
価
格
所
与
性
的
仮
定
と
は
巨
則
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
た
と
い
前
者
が
祖
定
さ
れ
て
も
、

交
換
当
事
者
の
多
数
に
つ
い
て
、
限
定
的
な
条
件
が
与
え
ら
れ
ね
ば
、
か
れ
ら
に
と
勺
て
価
格
が
市
数
で
あ
る
か
変
数
で
あ
る
か
は
確
定
し
た
い
か

ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
み
ぎ
の
よ
う
な
仮
設
的
た
競
争
的
条
件
。
規
定
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
町
自
由
灘
争
の
本
質
的
な
も
の
を
つ
く
し
て
い
る
と
も
い

え
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
か
え
っ
て
彼
の
初
期
自
著
作
に
お
け
る
自
由
預
争
の
定
義
に
あ
て
ら
れ
た
言
説
が
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
「
あ

る
人
前
自
由
に
競
争
し
て
い
る
場
合
と
は
、
他
人
と
団
結
す
る
こ
と
な
し
に
、
向
己
な
ら
が
に
そ
の
家
族
に
と
っ
て
散
大
り
物
質
的
利
益
と
思
わ
れ

る
も
の
を
ば
、
そ
の
処
生
方
針
K
L
て
慎
重
に
選
択
し
、
こ
れ
を
追
求
す
る
場
合
で
あ
る
。
現
在
み
ら
れ
る
よ
う
な
こ
の
世
界
に
お
い
て
は
、

ゼ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
主
な
司
恐
苦
】
X
-
E
E官
官
と
は
、
自
分
じ
し
ん
な
ら
び
に
家
族
自
物
質
的
な
刺
益
を
促
進
し
よ
う
ー
と
す
る
各
何
人
の
欲
求
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
経
清
学
に
お
け
る
正
情
的
な
結
果
、
ζ

は
、
慣
習
、
情
気
力
、
無
知
そ
の
他
一
切
の
経
済
的
な
摩
擦

O
O
B
O
E
n
古
o
g
p
を
構
成
す

る

官

S
2
0
-
s
g
z
を
克
服
す
る
だ
け
り
時
間
l

|そ
れ
は
必
然
的
に
十
丹
長
い
時
間
で
占
め
ろ

5
が
l

i
が
あ
る
場
合
に
、
以
上
の
積
極
的
原

担
に
土
っ
て
、
究
極
的
に
日
吾
OHOM向
日
ロ
も
た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
よ
う
な
結
果
で
あ
る
。
人
間
性
同
信
宮
山
口
ロ
hwZ日
は
決
し
て
絶
対

的
に
肢
直
的
な
も
の
で
は
な
い
@
慣
習

E
且
自
は
、
幾
世
代
に
も
わ
た
っ
て
持
続
的
に
同
じ
方
向
に
作
用
し
つ
づ
け
る
、
強
力
な
積
極
的
経
済

新
古
典
派
理
論
に
お
け
る
収
益
逓
増
法
則

第
八
十
二
巻

七

第
五
号
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号

力
に
対
抗
し
て
、
そ
り
拍
手
を
維
持
す
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
L

(

h

b

呂
E
P
富
良
m
E
-
r
u
S
G
同
2
苦
言
2
0
H
P吾
弘
司
、
.
N
H
H
n
H

邑

.
、
.
、
.
‘
、
.
、
』
、
.
』
、
.
.
 、、.
.
 ‘
 
... 
、』
.. 
‘
、
.
、
、
、
、
、
、
‘
‘
.
.
 ‘‘. 

H国田∞白H「.司宇、主ぬ孔¥》ぬ号町
2ぬ凡苫。怜罫F宮ぬ
ω詰‘内呂。呂E認邑邑-LL
邑正荘N
。s芯
司
渇
司

.47A吋町E凶ロ5Hc)。
|
|
つ
ま
り
、
ア
ト
ミ
ス
テ
ィ
ッ
グ
な
競
争
の
世
界
に
お
い
て
、
積
極
的
た
経
済
的
原
理

、
‘
.
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、

.

.
 、
、
‘
司
、
.
、
‘
.
.
 、
.
、
.
、
、
、
-.
.
 ‘
.
、
.
、
.
、
、
司
、

.

.

.
 ‘.‘ 
.
.
.
.
 ‘
.
、
、
、

で
あ
る
各
個
人
目
前
刺
酌
欽
求
が
、
本
質
的
に
受
動
的
な
抵
抗
要
因
と
し
て
の
経
済
的
摩
揮
を
長
期
に
わ
士
ヮ
て
圧
倒
L
C
行
く
過
軒
、
こ
れ
こ
そ

が
マ
ー
シ
ャ
ル
凸
自
由
競
争
に
ふ
く
ま
れ
た
根
本
的
な
思
想
。
糸
で
あ
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
か
く
て
わ
た
く
し
は
、
そ
の
近
業
に
お
け
る
ロ
パ

ー
ト
ソ
ン
の
次
の
発
言
白
中
に
、
簡
潔
で
は
あ
る
が
、
保
い
洞
察
を
感
ず
る
。
「
白
山
腕
争
り
条
件
と
は
厳
密
に
は
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
か
。
マ

ー
シ
マ
ル
は
第
一
義
的
に
、
競
争
申
過
程
』
U
3
2
a
2
a
g
E宮
E
問
。
ロ
が
杭
概
的
に
動
い
て
い
く
も
の
と
解
し
?
と
、
わ
た
し
は
考
え
て
い
る
」

(
口
出
・
同
。
冨
耳
切
。
p
h
Z刊
号
、
自
富
岡
2
5善
良
旬
、
室
内
ゃ
な
♂

F
C
回品。
F
呂
町
♂
4
0
H
・
H
・咽・回目)。

、、

科
こ
白
ょ
う
左
価
格
所
与
性
の
仮
定
に
よ
る
競
争
的
条
件
白
規
定
は
、
た
ん
に
各
企
業
民
対
す
る
商
品
の
価
格
に
関
す
る
ば
か
り

、
、

で
は
な
く
、
個
A

の
産
業
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
生
産
要
因
の
価
格
に
も
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
仮
定
日
妥
当
性
の
根
拠
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
左
産
業
構
造
に
関
す
る
想
定
に
求
め

b
れ
る
。

わ
た
〈
し
の
分
析
は
、
単
一
の
産
業
の
中
に
一
括
し
て
投
ぜ
ら
れ
た
一
国
の
資
源
全
体
白
産
出
高
に
適
用
す
る
よ
う
に
考
案
さ
れ
て
な
い
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
反
対
に
、
こ
の
よ
う
な
分
析
の
目
的
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
国
の
総
資
源
の
わ
ず
か
な
部
分
し
か
使
用
し
な
い
も
の
主
仮
定
さ
れ
た
多
数
の

央
な
っ
た
産
業
と
職
業
に
対
す
る
資
源
。
配
分
を
研
究
す
る
た
め
の
用
具
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
ロ
し
た
が
っ
て
ど
の
職
業
も
比
較
的
小
さ
い
も

り
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
生
産
要
因
白
単
位
あ
た
り
価
格
は
、
市
場
の
一
般
的
条
件
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
そ
の

職
業
で
使
わ
れ
る
当
該
要
因
の
数
量
に
お
け
る
変
動
に
よ
っ
て
は
著
し
い
影
響
を
う
け
な
い
(
巴
阿
O
F
N
e
h円
切
申
目
、
傍
点
筆
者
)
。

し
た
が
っ
て
、
み
ぎ
の
分
析
が
想
定
す
る
産
業
構
造
は
、
古
典
学
派
が
分
配
諭
と
り
わ
け
地
代
論
を
提
一
市
す
る
場
合
に
採
用
し
た
よ

う
な
(
一
闘
の
総
資
源
の
著
し
い
部
分
を
贋
収
す
る
)
巨
視
的
左
産
業
(
農
業
一
般
)
の
構
想
で
も
た
く
、
ま
た
、
(
知
期
的
観
点
に
お
い
て
)

有
効
需
要
白
変
化
に
と
も
な
っ
て
雇
用
量
が
自
由
に
増
減
す
る
場
合
に
一
般
物
価
の
動
き
を
み
る
の
に
適
合
し
た
ケ
イ

y
ズ
の
総
量
的

分
析
お
情
。
四

m
Z
自
己
ヨ
日
に
含
意
さ
れ
た
よ
う
左
産
業
構
造
で
も
な
い
。

い
ず
れ
の
場
合

r治
い
て
も
;
そ
の
よ
う
な
分
析
は
、



、
、
、
、

個
々
の
産
業
の
生
産
す
る
商
品
の
供
給
価
格
の
変
動
を
と
り
扱
う
も
の
で
は
な
く
、
産
出
高
全
体
の
動
き
を
扱
う
の
に
適
し
て
お
り
、

そ
の
工
う
在
場
合
に
使
用
さ
れ
る
生
産
要
因
の
価
絡
が
(
産
出
高
が
変
化
し
て
も
)
不
変
で
あ
る
と
仮
定
す
る
こ
と
は
、

合
理
的
で
も
、

一
般
的
で
も
な
〕
円
か
ら
で
あ
る
。

ω
厳
密
に
い
う
な
ら
こ
り
命
題
は
不
正
確
で
あ
る
。
と
の
よ
う
な
想
定
は
生
産
要
因
む
効
率

O
B
2
0ロ
q
に
関
す
る
一
定
の
条
件
に
制
約
さ
れ
る

ベ
き
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る

ψ

す
な
わ
ち
、
個
々
の
産
業
が
(
一
国
の
総
資
源
の
僅
小
部
分
を
出
め
る
)
小
さ
い
も
の
だ
と
し
て
も
、
生
産
要
因
の
供

・』司、
.
.
 、
.
.
 ‘.‘.‘.‘、

.

.
 ‘.、‘
.
.
 、
.
、
‘
.
、
.
、
.
、
.
.
.
.
 
、.、、‘
.

.

.

.

.

 

給
価
格
は
必
ら
ず
し
も
不
変
で
は
な
い
。
各
産
業
の
使
用
す
る
あ
る
要
因
白
諸
単
位
の
効
率
が
す
べ
て
同
じ
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
、
〔
そ
れ
を
使

、
.
.
.
.
.
 、
.
.
.
.
.
.
 ‘
 
.
.
 、、

.

.

.

.
 、
.
.
.
.
.
.
 、.
.
.
 、
、
.
、
、
‘
.
.
 .
 

刑
す
る
)
各
産
業
の
観
点
か
ら
当
該
要
因
の
諸
単
位
の
効
率
。
差
等
O
程
度
が
等
し
い
場
合
を
除
け
ば
、
そ
れ
以
外
O
場
合
に
は
(
考
え
ら
れ
た
産

業
の
産
出
荷
の
変
動
に
つ
れ
て
)
当
該
要
因
の
供
給
価
俗
位
変
化
す
る
も
の
L
ζ

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
門
戸
同
o
Z
Z
E
P
H
Z君、
2
・寸
OH・
HG

]
呂
田
口
仏
l
口
F

な
お
詳
し
く
は
、
白
日
E
4
9
4
R古
ロ
問
。
u
m
g
E邑
富
岡
但
ロ
m
H
Z
E
]
U
H
o
p
h
O
H
m
-
同
号
室
言
。

v
s
s
h
F
4。「∞∞
u
H
由民冶

R
Y

M町田
1
8・」『問。
E
E
。p
h
E
遺
書
芯
旬
。
¥
L
F
4
寄
』
言
、
口
。
き
し
目
、
ひ
き
3
・
5
ぉ
・
苫
-
H
C日
畠
ロ
HM・
∞
を
参
照
り
こ
主
。

ω
門
戸
印
E
同
p
o唱
の
臣
、
』
連
呂
町
民
同
E
E
E
R
司
・
可
申
(
邦
訳
、
四
l
五
頁
)h
ト『'同
5
5
E
P
担
ω日
間
凹
ロ
目
立
目
、

F
H
n
p
同呂志。事肺，
q
a
-
4。-

F
]
E品
Y
H
V
H
(同車内出
NSh旬
刊
誌
司
、
言
。
u
ヨ
号
、
し
子
句
-MUM)mwp品
開

m
E
o
p
』日件。同国
ωHH401司F
o。
】
己
目
。
片
口
E
可
号
自
己
o
p
国
ぎ
-
N
G
S
b
h
h
E
S
G
S町内

匂耐え
5
L
S
T
g
-
z。目
2
・
句
史

宇事

収
益
逓
増
論
は
す
で
に
述
，
へ
た
よ
、
つ
に
供
給
何
格
(
供
給
表
)
の
問
題
の
一
口
周
回
で
あ
る
か

b
、
当
然
、
部
分
均
衡
分
析
宮
ユ
笠

Z
E
E宵
呂
田
虫
色
可
巴
ω
の
要
件
を
充
た
さ
ね
ば
た

b
ぬ
。
こ
の
よ
う
な
分
析
の
特
色
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
あ
る
特
定
白
産
業
の
条

件
に
注
意
を
傾
け
て
、
己
れ
を
他
心
一
切
の
産
業
か
ら
完
全
に
孤
立
化
さ
せ
る
た
め
に
、
己
の
産
業
の
需
給
条
件
を
官
接
に
限
定
す
る

要
因
以
外
の
一
切
の
嬰
因
b
t
不
変
と
み
た
す
点
に
み
ら
れ
る
。
こ
白
工
う
た
(
孤
立
化
的
ロ
方
法
は
、

マ
I

J
ャ
ル

K
E
れ
ば
、
諸
産
業

の
進
歩
発
展
D
総
体
的
過
秤
に
接
近
す
る
た
め
白
序
論
と
し
て
、
暫
定
的
に
採
用
さ
れ
た
第
一
次
的
近
似
臼
手
続
に
ほ
か
た
ら
た
同
。

と
す
れ
ば
、
こ
白
よ
う
な
方
法
的
手
続
に
か
な
ヮ
た
、
あ
る
産
業
の
供
給
表
白
布
足
す
ベ
者
要
件
と
は
ど
の
一
主
う
な
も
白
で
あ
ろ
う
か
。

新
古
典
冊
理
論
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お
け
る
収
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第

五

号

三

凹

|
|
ぞ
の
産
業
の
(
単
位
生
産
費
用
す
な
わ
ち
供
給
価
格
〉
産
出
高
と
の
間
の
条
件
式
を
あ
ら
わ
す
)
供
給
去
は
、
産
出
荷
の
僅
か
た
変
化
K
か

ぎ
り
、
己
れ
に
対
応
ず
る
需
要
表
か
ら
独
立
し
て
治
ら
ね
ば
な
ら
な
い
ば
か
り
で
は
た
く
、
そ
れ
以
外
白
一
切
の
産
業
の
需
給
条
件
か

ら
も
独
立
し
て
治
ら
ね
ば
た
ら
ぬ
。

新
古
典
派
理
論
に
お
け
る
収
益
逓
増
法
則

第
八
十
二
巻

u 

ω
本
杭
一
七
京
事
照
。

ω
口

同

日

rpBE--・
司
、
刊
誌
R
N
H
A
E
-
司
・
出
4

自
白
ヲ
色
「

仙

川

印

Hm宮
、
。
ヲ

E
f
』
連
日
町
長
同
吉
宮

E
P
目

U
N
N
(
邦
訳
、
七
六
頁
)
門
HIE-
畠

ロ

「

同

2
3
3塁。

'
E
R
3
R
F
H由
民
(
国
富
島
三
官
室

H
J
3
2

U
E
E弓
)
咽
・
Z

A

F

(

邦
訳
、
九
五
頁
)

成
立
す

ゑ寸
iZ で
;三に
影 述
響 ベ

zs 
千白

金理
L 、弓F

ほ的
ど 条
γ 件

数量
の1、定
企 J か
業 ら
に当
よ然
つ 導
て 九

構 れ
h凡る
さの
れ で
なあ
ける
れ が
ば 、
な 合
ι 庄

五井
o r~ 

し(
(そ

童福
?別
甲 山ドJ
~ i}J2 

i白
さの
ら 変
に 勃

列ゐ

寸f
場
Uこ

車時

こ
じD

品
数
企
業
者
の
仮
定
に
加
え
て
、
そ
れ
ら
白
構
成
企
業
の
一
坊
は
(
供
給
な
い
し
需
要
来
件
に
か
ん
し
て
)
完
全
に
相
似
的
で
あ
る
土
前
提

さ
れ
る
。

「
供
給
白
全
体
に
寄
与
す
る
各
種
供
給
源
泉
の
一
切
は
殻
密
に
類
似
し
て
い
る
も
の
I
C
想
定
す
わ
」
言
丘
-
P
5
3
0

後
の
方
の
想
定
が
、
-

1

産
業
の
成
長
過
程
に
恥
け
る
構
成
企
業
の
繁
栄
(
な
ら
び
に
衰
退
)
に
と
り
わ
け
大
き
な
関
心
を
示
し
、

者
必
減
」
の
一
論
理
を
原
則
的
に
承
認
し
た
マ
ー
シ
ャ
ル
、
そ
の
産
業
均
衡
の
構
想
に
沿
い
て
個
々
の
構
成
企
染
の
費
用
条
件
白
書
等
少

当
然
視
し
、
し
か
も
そ
の
主
う
た
差
等
の
秩
序
が
流
動
的
た
る
点
主
暗
示
し
た
マ

l
v
ャ
ル
、
要
す
る
に
、
か
れ
日
「
代
表
企
業
L

の

構
想
の
一
背
骨
に
た
る
思
相
仙
の
一
基
調
を
ば
、
う
け
つ
い
で
い
る
か
ど
う
か
は
、
す
亡
ぶ
る
疑
わ
し
い
。
端
的
に
い
え
ば
、
マ
ー
シ
ャ
ル
に

お
い
て
は
、
競
争
的
産
業
を
構
成
す
る
個
々
の
企
業
は
、
当
該
産
業
の
長
期
的
均
衡
に
沿
い

τ、
決

Lτ
完
全
対
称
的
と
ほ
考
え

b
れ

左
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
己
の
一
疑
点
を
捨
象
す
れ
ば
、
み
き
の
畑
出
定
が
、
解
析
的
な
静
学
的
均
衡
分
析
の
操
作
と
い
う
点

こ
の

「

盛

で
、
よ
り
可
挽
的
で
あ
る
こ
と
は
一
合
め
た
H
だ
ろ
う
。



ゆ
桝
成
企
業
の
数
が
こ
の
よ
う
な
条
件
を
充
た
さ
な
い
ほ
ど
の
も
の
と
す
れ
ば
、
(
事
実
上
寡
占
己
持
品
旦
吋
な
い
し
多
古
宮
有
吉

q
を
意
味
し

士
)
か
れ
の
所
謂
「
独
占
的
競
争
」

E
o
p。
]uo目白日目

2
昌
也
o
t
t
oロ
O
場
合
(
日
VH
問。
F
B
E
H
V
H
Y
N
ω
N
ω
』
・
阿
国
品
目
VHV
宏
司
令
)
ど
な
り
、
付
の

企
業
に
対
す
る
価
格
所
与
性
の
仮
定
と
両
立
し
た
い
か
ら
、
当
然
、
」
の
場
合
は
排
除
さ
れ
る
。

ω
経
済
過
程
に
関
す
る
、
己
町
有
名
な
マ

I
ジ
ャ
ル
の
論
理
の
現
実
的
な
妥
当
性
は
、
『
原
理
』
り
後
の
版
(
第
六
阪
、
一
九
一
心
年
〕
に
お
い
て
、

い
く
ぶ
ん
制
限
き
れ
た
。
」
の
改
訂
白
根
拠
は
、
「
近
年
に
お
け
る
巨
大
な
株
式
会
社
の
著
し
い
発
展
」

F
O
岡田
E
3
2
0
E
骨
4
巳
右
目
。
巳
邑

4
m
E
-
O
H
P
H
i
2
6
0宵

S

E宮
山
田
自

(HU3EAP芝
ぬ
♂
官
出
町
)
で
あ
る
。
か
く
て
、
こ
の
論
理
は
、
(
か
つ
て
占
め
て
い
た
よ
う
な
)
普
温
的
な
ん
l
ル

白
地
位
を
逐
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
な
お
「
多
数
の
産
業
に
お
い
て
安
当
す
る
」

(
S
R・
)
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
司
一
い
て

は
前
掲
の
シ
ョ
ー
グ
の
マ
ー
ジ
ャ
ル
論
(
同

E
g富
町
、
皇
、
言
「

SAM-
旬
結
】
)
を
参
照
の
こ
と
白

ω
マ
ー
シ
ャ
ル
の
代
表
企
業
の
構
想
が
考
案
さ
れ
た
背
景
に
、
現
実
の
個
々
の
企
業
の
効
率
の
誌
等
に
も
と
づ
く
供
柿
舟
析
の
困
難
を
克
服
す
る
た

め
の
意
図
が
ひ
そ
ん
で
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
ロ
バ
!
ト
ツ

γ
に
よ
っ
て
確
言
さ
れ
て
い
る
。
(
出
。
百
円
E
C
F
吋
E
O
口
OHJ司
ロ

S
H
E
-
Z
仲町内

H
P吉
田
町
叶
ω
一
関
自
己
己
目
吋
門
戸
O
O
F
0
4
0
r
同
2
3
0
ヨ
R
し「。袋、廷判
F
4
0
-
ω
円一戸坦
N戸
沼
u

可
。
コ
島
民
円
。
回
同
3
3
9道
弓
旬
、
m

喝
さ
害
F
F
oロ八回。
P

巴
巴
・

]
u
U
N由

l
M
3
0

た
お
こ
り
点
に
つ
い
て
は
、
み
ぎ
の

P
パ
ー
ト
ゾ
ン
の
論
文
に
対
す
る

L
・
ロ
ビ
ン
ー
に
よ
る
有
名
な
反
論
(
回
忌
立
ロ
F

4
F
O
同
何
百
日
ωo且
ωi神
話
。
国
同
自
-
h
E
喜
遠
足
句
。
a
s
E
W
4
0「
ω
F
H
C
N
F
唱
団
臼
勾
旦
)
、
と
り
わ
け
そ
の
一
一
一
九
一
買
を
参
照
さ
れ
た
い
。
マ

t
シ

ャ
ル
の
代
表
企
業
彫
琢
白
根
拠
に
い
支
一
つ
の
点
(
競
争
酌
条
件
下
の
収
革
遁
畑
町
岡
難
)
が
あ
る
こ
し
乙
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
(
本
稿
一
七
頁
註

ω参
照
)
指
摘
さ
れ
た
。

信時

収
益
逓
増
論
は
静
態
的
完
全
市
場
の
前
提
の
下
で
と
り
扱
わ
れ
た
。
完
全
一
市
場
日
目
巳

0
2
目
mw
停
止
は
完
全
に
組
織
さ
れ
た
交

換
白

γ
ス
テ
ム
を
意
味
し
、
モ
の
形
式
的
条
件
を
一
物
一
価
法
則
の
中
に
み
る
。
(
完
全
に
組
織
さ
れ
た
公
開
の
市
場
に
お
い
て
、
同
質
的
た

与
O
E
H
E戸
商
品
に
は
二
つ
の
価
格
が
存
在
し
な
い
と
い
う
〕
一
物
一
価
の
法
則
は
、
も
と
も
と
リ
カ

l
ド
の
肯
典
派
体
系
忙
当
然
の
こ
と
と

し
て
前
提
さ
札
、
ジ
ェ
ヴ
ォ

γ
ス
に
上
っ
て
も
展
開
戸
一
れ
わ
も
の
で
あ
る
が
、
新
古
典
学
派
が
依
拠
し
た
の
は
、
こ
の
伝
統
的
な
完
全

市
場
白
想
定
で
あ
っ
ゎ
。
マ
ー
ジ
ャ
ル
で
は
、
現
実
の
市
場
の
不
完
全
性
が
十
分
考
成
さ
れ
た
が
、
(
収
益
逓
増
論
の
場
と
し
て
の
)
ピ
グ

新
古
典
派
理
論
に
お
け
る
収
益
活
増
法
則

第
八
十
-
一
巻

第
五
号

:11 



新
市
山
内
派
理
論
に
お
け
る
収
益
逓
増
法
則

l
D
構
想
は
こ
の
よ
う
な
爽
雑
物
か
ら
純
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
ぉ
。

第
八
十
二
巻

第
五
号

〉宍

ω
リ
カ
ー
ド
の
地
代
前
は
、
同
一
白
産
業
(
農
業
)
に
お
け
る
一
物
一
価
の
法
則
と
各
種
産
業
に
お
け
る
同
一
利
潤
ネ
と
い
う
二
つ
の
前
提
に
立
つ

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
J
・
5

ミ
ル
の
つ
ぎ
の
著
作
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。

H

印
E

宮
口
「
司
、
苦
口
定
E
〈
己

-
r
R】
山

3
1
8・

ω

ロ同

HO〈
。
ロ
♂
い
豆
町
司
君
。
号
。
L

「
旬
。
寄
付
内
向
日
同
苫
吉
選
い
ア

ω八回。
P
唱
団
寸
・
し
か
し
な
が
ら
、
リ
ェ
ヴ
オ
ン
ス
は
紙
法
別
法
則

HIM戸
当
。
同
日
(
回
目
岡
田

P
Rロ
2
の
名
町
下
に
一
物
一
価
の
法
則
と
交
換
当
事
者
に
対
す
る
価
栴
所
与
の
仮
定
と
を
混
同
し
た
き
ら
い
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の

著
刊
を
参
照
夫
れ
た
い
。
背
山
秀
夫
、
独
占
の
経
済
理
論
、
二
ハ

l
一
一
一
頁
。

同

W

2
宮
司

ωrm--也
、
司
、
室
内
首
p
p
匂
-
M
M
明
「
あ
る
市
場
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
お
い
て
、
お
な
じ
時
に
同
じ
財
貨
に
対
し
て
、
同
じ
価
格
が
支
払
わ

れ
る
傾
向
が
明
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
そ
の
市
場
は
完
全
に
近
づ
く
」
。
な
お
次
の
発
言
を
も
参
照
主
れ
た
い
。
「
同
一
時
点
に
お
い
て

そ
り
市
場
に
は
た
だ
一
つ
の
価
格
が
存
在
す
る
も
り
と
恒
定
す
る
」
(
芯
位
同
省
官
H
i
b
y
ピ
グ
ー
は
マ
シ
Y

ル
の
み
ぎ
の
想
定
を
継
承
じ
た
。

こ
れ
に
閑
し
て
は
か
れ
の
次
の
著
作
を
参
照
さ
れ
た
い
。
盟
問
。
F
叶
吉
岡
E
き
さ
日
ミ

b
E
S苦
号
~
叫
古
川
町
♂
呂
田

u
]
U
3

ω
Q
-
Z
R
ω
『
巴
「
回
、
吉
町
村
bNEMVHU・
NElω
ア
臼
UFAH可
沼
・

8
r
∞S
・
マ
ー
シ
ャ
ル
は
し
ば
し
ば
不
完
全
競
争
前
の
先
駆
者
と
し
て
数
え
ら

れ
ゐ
。
か
れ
は
多
く
の
筒
所
で
不
完
全
競
争
前
を
構
築
す
る
た
め
の
諸
材
i
l
h
問。。血

IA吉
ロ
の
主
要
性
、

4
0
2己
目
白
日
目
け
な
い
し

]MmZHEF吋

呂

2
r
z
の
存
在
、
な
ら
び
に
逓
降
的
個
別
需
要
曲
線
の
構
想
宮
ユ
ロ
色
白
血
。
呂
田
民
の
ロ
コ
コ
中

l
iを
示
唆
し
た
。
し
か
し
、
不
完
全
競
争
論
が
問

題
に
対
す
る
ナ
チ
ュ
ヲ
ル
な
マ
ー
シ
ャ
ル
的
僻
決
と
は
み
ら
れ
難
い
の
競
争
的
条
件
下
。
収
益
逓
増
の
閤
難
に
関
し
て
、
マ

1
シ
刊
ル
は
別
に
か
れ

口
し
ん
の
解
容
を
提
示
し
た
か
ら
で
あ
る
。

.

.

.
 、
.
、

湖
周
知
む
よ
う
に
、
ピ
グ
ー
は
、
厚
生
の
極
大
化
。
プ
ロ
セ
ス
を
さ
ま
た
げ
る
不
完
全
な
知
識
ド
自
閉

z
r
z
wロ。
d
q
H
邑
問
。
に
つ
い
て
一
草
を
さ
い

て
議
論
し
た

Q
Q・
3
君
主
同
2
言
書
柏
町
旬
。
¥
司
、
一
-
吾
、
F
-
v
H
M
H
2
2・
nr・
H〈
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
考
察
は
、
(
資
源
の
私
的
限
界
純
生
産
物

自
買
m
H
E
-
-
a
3
E己
目
仲
買
o
且

R
H
と
産
業
的
限
切
内
純
生
産
物
自
己
伺

E
己
可
え
σ
ロ
豆

]
U
E
E
E
と
の
一
指
敵
モ
の
も
の
に
関
係
あ
る
〉
収
益

逓
増
逓
械
の
問
題
に
は
本
質
的
な
関
棋
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。

さ
ら
に
収
益
誘
増
論
は
静
態
的
条
件
に
従
う
。

す
な
わ
ち
、
考
え
ら
れ
た
期
間
(
長
期
)
に
関
し

τ、
供
給
と
需
要
と
を
根
本
的
に



規
定
す
る
要
閃
(
技
術
的
知
識
、
欲
望
、
唱
好
の
状
態
な
ど
)
は
不
変
と
仮
定
さ
れ
ね
ば
な

b
ぬ
ひ
い
hr
か
え
れ
ば
、
モ
の
期
聞
を
通
じ
て
、

市
場
の
一
般
的
環
境
問
自
問
色
白
百
ロ
自
m
g
z
g
a
吾
必
自
白
Z
H
は
不
変
に
と
ど
ま
る
と
考
え
な
け
れ
ば
左
ら
向

(
Q目
冨
白
ω
E
F

』

U3a2izk♂
]
?
ω
お)。

こ
れ
に
つ
い
て
、
さ

b
に
立
入
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
た
だ
一
つ
、
新
出
典
学
派
の
逓
降
的
供
給
表

マ
ー
ジ
ャ
ル
な
ら
び
に
ピ
グ

l
の
発
明

F
Z
D
Z
E
あ
一
る
い
は
よ
り
一
般
的
に
技
術
上

の
変
化

Z
n
F
E
S
H
S自
問
。

ω
の
土
り
扱
い
方
に
つ
い

τか
え
り
み
て
沿
荷
一
た
い
。

の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、

こ
の
よ
う
な
諸
産
業
に
お
け
る
長
期
の
供
給
価
格
の
表
(
供
給
表
)
を
つ
く
る
ば
あ
い
、
わ
れ
わ
れ
は
独
立
的
な
新
発
明
臣
官

E
E
Z

ア
イ
ヂ
ア

宮

4
4
E
4
B
Z
E
の
結
果
と
し
て
出
て
く
る
ど
の
よ
う
な
節
約
も
視
野
町
外
に
お
く
。
け
れ
ど
も
、
現
存
の
着
組
の
適
用
か
ら
自
然
に
出
て
く
る

も
の
と
期
待
し
て
差
支
え
な
い
よ
う
な
発
明
は
考
慮
さ
れ
る
〔
宮
R
m
F己
「
旬
、
宮
内
生
~
一
EV]V・
怠
O
)
白

か
く
て
、
産
業
の
T
I
常
的
た
供
給
表
を
構
成
す
る
ば
あ
い
、
考
え
ら
れ
た
商
品
の
産
出
高
の
変
化
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る
新
生
産
方

オ
ー
ト
ノ
マ
え

法
・
新
設
備
の
採
用
(
し
た
が
っ
て
生
産
費
用
上
の
変
化
)
は
考
慮
吉
れ
る
が
、
産
出
高
の
変
代
と
は
無
関
係
に
出
て
く
る
、
独
立
的
念
技

術
上
白
変
化
や
発
明
〈
し
た
が
っ
て
当
該
商
品
の
生
産
費
用
上
の
変
化
)
は
捨
象
さ
れ
ね
ば
な
ら
向
。
要
す
る
に
、
考
え
臼
れ
た
長
期
金
涌

主 L;
うて
た、
( 産
m業
作白

昼皇
器量
知 模
識の
にお?

新芙
ごミ

し、て

霊長
を生
追し
加て
すく
とる

生生 産
産
直 費

局更
の山
事変

花イh
一

皇宮
雪量
れ口
叫守
主主 」

£ オヒ
け
市 生

毛喜
三')最

古J
1三
変
で
あ
っ
て

も
:E' 
こ。

ω
こ
の
よ
う
な
発
明
な
い
し
技
術
変
化
の
処
理
に
関
し
て
、
ピ
グ
ー
に
よ
る
マ
ー
シ
ャ
ル
り

4
0
a
Eロ
ω
を
み
る
た
め
に
、
か
え
っ
て
λ

ラ
Y

フ
ァ

の
批
判
以
後
に
発
表
さ
れ
た
論
著
が
事
照
と
な
る
。

Q
-
E四
O
F
H
L
E
g
a
E
E
E
E
E
E四
日
誌

B
R
E
m百
四

g
m
F
同

E
苦
言
内
守
電
宮
町
回
忌
町
、

坦
同
恒
三
同
町
喜
一
。
書
官
。
¥
京
町
目
し
司

Q
R
土
}
M
a
E
o
p
H目
up]V・
NH叶・

ω
こ
の
よ
う
な
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ら
び
に
ピ
グ
l
白
根
本
的
態
度
に
は
シ
ュ
ン
ベ
ー
タ
ー
の
鋭
利
な
批
判
が
あ
る
白
ジ

R

ン
ベ
ー
タ
!
の
有
名
な
新
機

帖

5
5〈
己
包
ロ

O
榊
加
は
新
古
典
学
派
白
静
問
団
的
な
逓
降
的
供
給
表
白
桝
悶
に
は
到
底
も
る
こ
L

と
が
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
し
、
か
れ
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は
い
わ
ば
こ
の
栴
閃
か
ら
か
き
消
さ
れ
た
要
指
に
こ
そ
む
し
ろ
経
済
過
程
の
根
本
的
な
要
因
を
み
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。

Q
a
印
nuc目』
U20叶・

1
円

ro

Hロ丸
MWEE可
O同
門
別
日
記

Z
E
E
-
同

E
苦
言
内
」
E
君、お
RNF

巴
NF-vH》・
ω
白
星
、
目
U
m
E
H
E
]
2
q
L
U
H》
印
品
目
回
。
百
戸
山
寸
mig-
か
れ
の
い
わ
ゆ
る
新
機

・
司
、
、
首
、

.

.
 、

.

、

‘

.

.

.
 

軸
は
産
業
の
エ
ク
ス
パ
ソ
シ
ョ

γ
の
結
果
之
し
て
出
て
く
る
も
の
で
は
な
く
、
ヱ
ク
ス
ハ
ン
ジ
ョ
ン
を
創
造
す
る
も
む
司
E
n
E
且

Eω

凶旦
L
P
E
g
s
-

σ
E
2越え
2
0
M
G凶
器
己
ロ
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
(
志
位
・
町

ω
『寸)。

以
上
に
み
ら
れ
た
も
の
は
、
収
益
逓
増
の
問
題
が
と

D
扱
わ
れ
る
舞
台
ー
ー
そ
の
構
築
材
料
の
あ
る
も
の
は
今
日
ま
で
の
試
煉
に
耐

え
て
牛
き
残
り
、
他
の
も
白
は
変
改
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
ー
ー
を
構
成
す
る
の
だ
が
、
(
そ
の
よ
う
な
諸
前
提
を
も
含
め
て
、
そ
の
上
で
扱
わ

れ
る
)
収
益
逓
増
法
則
は
、
い
う
ま
で
も
た
く
、
現
実
の
個
々
の
産
業
白
産
出
高
と
供
給
価
格
と
の
間
に
あ
る
歴
史
的
関
係
を
一
万
す
も

の
で
は
な
く
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
部
分
均
衡
分
析
の
要
件
を
充
足
す
る
よ
う
な
仮
設
的
構
成
物
で
あ
る
点
を
確
認
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

す
で
に
み
ら
一
れ
た
と
治
り
、
み
ぎ
の
諸
前
提
は
、
ピ
グ
ー
に
代
表
さ
れ
る
新
古
典
学
派
の
見
解
、
さ
ら
に
詳
し
〈
い
え
ば
、
収
益
法
則

の
問
頴
(
よ
り
一
般
的
に
は
競
争
的
価
値
の
問
題
)
が
依
拠
す
る
諸
前
提
に
関
す
る
ピ
グ
ー
に
工
る
マ

l
ジ
ャ
ル
の

4
0
2
5
5
で
あ
る
が
、

そ
白
前
提
の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
問
題
と
は
、
ピ
グ
ー
が
マ

1
V
ャ

ル
を
紙
承
発
展
す
る
に
あ
た
っ
て
、
始
原
的
た
マ
ー
シ
ャ
ル
白
構
想
か
ら
は
ら
い
お
と
し
た
要
因
は
何
か
と
い
う
点
に
関
係
が
あ
る
。

こ
の
点
に
対
す
る
答
え
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
示
唆
さ
れ
た
も
の
を
要
約
す
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
る
が
、
抽
象
的
に
い
え
ば
、

ピ
グ
は
静
学
的
均
衡
分
析
に
一
歩
を
進
め
た
の
で
あ
ヲ
て
、

マ
γ
ャ
ル
の
構
想
の
中
で
己
の
静
学
的
な
装
置
に
う
ま
く
も
り
き
れ

マ
ー
ジ
ャ
ル
白
代
表
企
業
の
構
想
の
背
景
に
あ
っ
た
着
想
に
ほ
か
た
b

ず
、
諸
産
業
心
成
長
の
プ
ロ
セ
ス
に
あ
ら
わ
れ
る
諸
企
業
の
繁
栄
と
衰
退
の
交
替
〔
す
で
に
盛
者
必
滅
の
論
理
と
い
わ
れ
た
も
凸
)
、
長
期
間

企
通
じ
る
麗
争
の
プ
ロ
セ
ス
に
あ
ら
わ
れ
る
積
極
的
な
経
済
力
と
経
済
的
磨
擦
と
の
胤
除
た
ど
、

た
い
要
因
新
排
除
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
モ
の
要
因
と
は
、

一
斉
で
hv
え
は
「
(
マ

l
γ

ャ
ル
博
士



、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

が
留
芯
し
た
〕
時
間
の
要
因
に
帰
国
す
る
防
栴
」
号

ω可
臣
官
自
白
血

5
Z
H
r
o
t目
。
。

-
o
E
S門
(
出
問
。
F
同
向
。
望
室
内
旬
。
同
翠

S
F喧

史
Q
U

で
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
た
く
、
か
よ
う
た
要
悶
は
、
短
期
の
仮
定
む
か
わ
り
に
長
期
の
仮
定
を
採
則
す
る
と
と
に
よ
ヮ
て
処
浬

ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
マ
ー
シ
ャ
ル
白
時
間
分
析
日
目
。
自
色
ヨ
自
に
お
け
る
基
本
的
た
分
類
は
、
適
応
過
程
に
必
要
左
期
間
の
相

違
に
依
存
す
る
も
の
で
は
な
く
、
供
給
側
の
条
件
の
相
違
(
す
な
わ
ち
、
供
給
量
が
所
与
で
あ
る
か
可
変
的
で
あ
る
か
、
安
佐
設
備
が
所
与
で
あ

る
か
可
変
的
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
構
成
企
業
の
数
と
大
き
さ
と
が
所
与
で
あ
る
か
、
可
変
的
で
あ
る
か
)
に
依
存
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

〔
一
時
的
市
場
均
衡
百
日
吉
田
弓
呂
田
円

r
Z
E
E
-
Sロ
E
r、
短
期
的
均
衡

ωEHけ
l

官
ロ
邑

Z
E
R
E臣、

長
期
的
均
衡
目
。
担

明。口

E
Z
E
gロ
ロ
日
に
お
け
る
〕
モ
れ
ぞ
れ
の
供
給
曲
線
は
、
み
ぎ
の
よ
う
な
条
件
(
変
数
)
の
数
を
ふ
干
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
逐

一
に
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ノ
、
己
の
条
件
の
相
違
は
供
給
曲
線
白
性
質
に
表
わ
さ
れ
る
も
の
に
す
ぎ
ず
、
か
く

τ
〔
こ
の
モ
デ
ル
で
は

同
聞
の
要
悶
が
変
数
と
し
て
あ
ら
わ
れ
な
い
か
ら
)
、
供
給
去
は
考
え
ら
れ
た
期
間
白
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
(
産
山
一
向
と
供
給
価
格
、
と
の
関
係
の

み
を
表
示
す
る
)
二
次
元
の
直
角
直
漂
白
上
に
あ

b
わ
さ
れ
る
か

b
で
あ
か
。
(
長
期
の
供
給
表
の
広
袋
に
は
も
り
き
れ
な
い
)

と
も
あ
れ
、

時
間
の
要
因
が

Y
l
γ

ャ
ル
に
と
っ
て
根
本
的
な
着
湿
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
ら
、
ピ
グ

1
は
形
式
的
な
持
令
性
と
諭
県
的
な
殻
世
間
さ
を

進
め
る
た
め
に
、
か
え
っ
亡
マ

1
γ

ャ
ル
の
思
想
を
つ

b
ぬ
く
重
要
な
糸
士
逸
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
己
の
よ

う
な
ピ
グ
ー
の
と
り
扱
い
は
、

「
別
に
時
間
の
要
閣
に
訴
え
な
く
て
も
」

主
任
E
H
Z
P呂
ロ

B

Z
吾
o
E
E巾
巴
。
目
。
旦
競
争
的
条

件
下
の
収
益
逓
増
に
と
も
な
う
悶
難
生
合
理
的
に
解
消
で
き
る
包
括
。
F
H
r
h
也
記
同
)
と
い
う
確
信
に
依
拠
し
亡
沿
り
、
モ
れ
が
こ
白

よ
う
な
対
処
の
仕
方
主
推
進
さ
せ
た
積
極
的
な
理
由
主
た
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ω

Q
・
3
明。臣、同

2
E喜
E
ミ
司
馬

q
a
E
士
v
a
-
E
ω
M
L
U
N
H叶
・
邦
訳
第
二
巻
一
一

O
i
一
一
頁
。
し
か
し
本
稿
ニ
二

l
一
二
ニ
頁
註
M
W
を
も

参
照
さ
れ
た
い
。
シ
ュ

γ
ベ
タ
ー
は
、
費
用
逓
増
法
則
を
肯
定
し
た
が
、

500目
位
。
な
費
用
逓
減
法
則
自
存
在
を
否
定
し
、
(
新
機
刊
の
ひ
き
お
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と
す
与
件
の
変
化
に
と
も
な
わ
れ
る
費
用
(
逓
増
〉
函
数
の
破
壊
な
い
し
更
新
を
通
じ
て
〕
変
移
す
る
位
置
の
系
列
を
ば
、

EmHO門
戸
内
己
な
逓
降

的
曲
線
と
し
て
の
み
構
成
す
る
こ
と
を
許
し
た

D

理
論
的
な
費
用
逓
減
法
則
を
合
定
す
る
根
拠
は
、
考
え
ら
れ
た
開
業
の
産
出
荷
の
増
加
か
ら
の
み

生
じ
る
(
当
該
産
黙
の
)
生
産
費
用
の
逓
眠
、
す
な
わ
ち
そ
の
産
業
に
固
有
り
外
部
節
約
同
一
般
的
に
存
在
し
え
な
い
と
す
る
見
解
忙
あ
る
。
さ
ら

、.

に
ジ
ュ

γ
ベ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
節
約
は
外
部
的
に
な
る
ま
G
に
ま
ず
最
J

初
に
(
考
え
ら
れ
た
産
業
な
い
し
は
他
白
産
業
に
属
す
る
)
企
業
の
内
部

節
約
で
な
け
れ
ば
は
ら
ず
、
し
か
も
〈
す
で
に
前
掲
三
七
頁
の
註
倒
で
み
た
よ
う
に
)
経
済
過
程
に
と
っ
て
立
に
本
質
的
な
内
部
節
約
を

E
Z
2
?

向
。
君
。

E
な
性
質
を
も
っ
た
新
機
軸
に
求
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
〔
供
給
表
の
前
提
す
る
〉
静
学
的
分
析
に
よ
っ
て
は
と
り
扱
い
え
な
い
と
考
え
た
o

Q
印
。
『
ロ
目
旬
。

zn
。叩
-
n
F・
h
E苦
言

n
V
E
d
n
N
F
H
U
N
F
司
官

-uE叶
!
明
白
山
田
島
臼
田
∞
宮
甘

N
後
の
方
の
(
か
れ
に
特
色
附
な
新
機
酬
の
構
想
が

静
態
的
な
供
給
去
に
よ
っ
て
は
扱
い
え
な
い
之
す
る
)
見
解
は
当
然
是
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
一
方
、
前
の
方
の
理
論
的
な
逓
降
的
供
給
衰
を
否

定
す
る
根
拠
は
よ
り
一
そ
う
の
時
味
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ω
本
稿
三
四
瓦
合
参
照
。

州
仰
木
稿
三
一
ー
l
三
二
頁
を
参
照
。

川

W

Q
・
呂
EmE-rHν
コ
百
合
同
2
・
8

臼叶白

i弓

同

W
Q
E
白
川
巳
-
o
Eロ
P
冨

R
m『
己
-
t
M
U
E
R召
-
2
0同
問
。
。
ロ
。
E
n
m
Hロ
H
F
O
F
M
m
Z
丘
円
。
ロ
件
。
田
宮

E
q
同
n
E
O
E
n
J「
Foz四
FF
同
号
一
塁
送
R
P

」
可
。
ロ

P
E
m
N・
3
・
H
N
N
Z
h
回
。
宮

E
E
F
N
N
E皇
室
町
む
書
道
露
首
2
6・
E
印
F
司

HTHEU
冨

H
F
E
P
間
宮
島
耳

E
目

EnH
巴
ωOGUM-HF吋
i

E
E
旨
5
町

E
白
血
円
。
ロ
ロ

SHopommEH向
口
E
明
白
古
島
町
o-HE2・
同
E
3
G翠
号
、
。
号
、
s
E・
Hug-
唱
・
∞
・
し
か
し
な
が
ら
、
マ
ー
ジ
ャ
ル
じ
し
ん
は

こ
の
よ
う
な
骨
折
装
置
の
世
陥
を
熟
知
し
て
い
た
(
口
同
-
冨
回
目
『

m己「

HJ33旦面白
E
暗
唱
・
生
日

i
E
Pロ
n
H
8
3
0

つ
ぎ
に
わ
れ
わ
れ
が
と
り
抜
う
べ
き
問
題
は
、
要
す
る
に
、
こ
の
よ
う
な
確
信
が
ど
の
程
度
目
理
論
的
左
確
か
さ
を
も
っ
て
い
る
か

と
い
う
点
に
関
係
が
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
マ

l
v
ャ
ル
白
提
起
し
た
「
収
益
逓
増
法
則
に
し
た
が
う
商
品
に
関
し
て
均
衡
理
論

p
o
色

B
2
5
2
4司
E
n
F
]
u
g
z
p
o
p
E与
え

Z

E】凶可
E
E
E
3宮
己

E
n
o目
白
色
吉
宮
司
E
n
u

。
宮
山
、

p
o
E唱
え

E
q自
由
口
四
日
Z
E
(
Z
R
m
F己
「
司
、
玉
江
宜

E
匂

-
g
m
)、
す
な
わ
ち
収
益
逓
増
下
の
競
争
的
均
衡
の
困
難
に
対
し

に
づ
き
ま
と
う
困
難
」



て、

マ
ー
ツ
ャ
ル
な
ら
び
に
ピ
グ
ー
の
一
提
示
し
た
解
決
が
ど
の
程
度
の
確
か
さ
を
も
っ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
ー

l
そ
も
モ

も

マ

ジ
L
Y

ル
に
発
す
る
み
ぎ
の
困
難
と
は
ど
の
↑
よ
う
な
も
白
か
、
か
れ
じ
し
ん
の
と
れ
忙
与
え
た
解
決
と
は
左
に
か
、
?
し
れ
に
対
し

て
ピ
グ
ー
は
ど
心
主
う
社
道
に
よ
っ
て
接
近
し
こ
れ
を
克
服
し
工
う
と
し
た
か
、
か
れ
の
も
た
ら
し
た
解
決
と
は
と
の
工
う
な
担
論
的

な
根
拠
に
立
つ
も
の
だ
ろ
う
か
。
以
上
の
上
う
た
一
速
の
質
問
を
究
め

τい
く
と
と
は
、
ス
ラ
グ
フ
ァ
に
発
す
る
論
争
を
根
本
的
に
吟

味
す
る
上
で
の
不
可
欠
の
基
礎
梢
築
を
な
す
で
あ
ろ
う
。

(
こ
の
論
文
は
、
昭
和
二
十
三
年
度
文
部
省
科
学
研
究
資
に
よ
る
機
関
研
究
、
岸
本
誠
二
郎
教
授
主
宰
「
資
本
蓄
積
ー
と
経
済
成
長
の
理
論
的
・
実

証
的
研
究
L

の
一
部
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
D

)
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